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結婚相手がコミュ障伯爵だなんて聞いてません！
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第一章












　心がカラカラと乾いた音を立てる。

　たとえば、吹き荒ぶ風に揺れる枯葉のように。転がされては乾いた音を立てて、その身を擦り減らしていく。その場に留まりたいと願っても、無情にも風は何度も吹くのだ。

　家族や社交界、自分の婚約。目まぐるしいほどに変わっていく環境に翻弄されながらも、クロエは懸命に地に足を着けて立っていた。

　ときおり、ふらつきそうな自分の側に誰かが寄り添ってくれたら……と当てもない期待を抱きながら。






「仮面舞踏会か……。アンヒュル侯爵夫人も好きだな、こういうの」

　持参の黒のベネチアンマスクを顔の前に掲げながら、エミールは嘲るような口調で笑った。そうは言いながらも、彼がこういった催し物が大好きだと知っているクロエは、『ええ、そうね』と素っ気ない返事をする。

「何だよ、あんまり好きじゃないのか？　仮面舞踏会」

「いえ、そういうわけでは……」

　嫌いなわけではないが、危惧していることがある。それをはっきりと言えないクロエは、言葉を濁らせて彼の視線から逃れた。

「何だよ。言いたいことがあるなら、はっきり言えよ」

　それが、エミールの癪に障ったらしい。彼は鼻白んだような顔をして、横目にこちらを睨み付けてくる。クロエが敢えて言葉にしないという気遣いを無下にされ、どうしたものかとついつい出てきてしまいそうな溜息を呑み込んだ。

　どうせ言っても言わなくても、彼の機嫌は損なったままだ。

「その……前回のようにお酒を飲み過ぎて、あまり羽目を外しませんように。特に今回は仮面をつけているから、気分が高まりやすくなるでしょう？　だから、お酒は控えめに……」

「また小言か。お前の口煩さは相変わらずだな」

「けど、前回はふらりとどこかへ行ってしまったと思ったら、主催者に向けて失礼な態度を取っていたし……」

「分かったよ、分かった。二度とそんな真似はしないと誓うよ」

　まるでクロエの言葉を追い払うかのように手をシッシッと振ると、これ以上話してくれるなとばかりにむっとした顔をし、そっぽを向いた。

　十九歳のクロエよりも二つ年上の彼だが、何かと問題行動が多かった。酒を飲むと気が大きくなって人に絡むし、普段から配慮の欠いた発言をすることがある。それを窘めるとこうやって耳も心も塞いで、喧しいとばかりに顔を顰めるのだ。

　最近、いつもこうだ。クロエの一言がエミールを不機嫌にし、気まずい空気が二人の間に流れてしまう。婚約しているというのに、将来結婚したらいったいどうなってしまうのだろうという不安が、クロエの中にポツポツと黒い染みのように落とされてくるのだ。

　自覚はしていた。クロエは厳しい。それは自分にも他人に対しても同じことだった。

　だから、将来夫となるエミールが社交界で恥をかかないようにと配慮し、たまに口を出し、そして先回りして準備をすることもあった。

　最初こそ彼はそれを好意的に受け取っていた。『俺が至らぬところを支えてくれてありがとう』と少し情けなさそうに、でもはにかみながらクロエにお礼を言ってくれていたのだ。

　だが、今ではクロエの何もかもが疎ましいようだ。婚約者だからこうやってパーティーに招待されれば同伴するし、一緒に出掛けたりもするが、終始彼が笑顔という日はほとんどない。それどころか、ここにいるのが嫌だという本心を隠そうともしない態度で、クロエを威圧する。

「……今日は、ベアトリスも夜会に来るんだったな」

「ええ」

　それを聞いた途端、エミールの機嫌が浮上したのが分かった。

　嘘のつけない、正直な人だ。そして自分の顔にそれが出てしまっていることに気付いてもいないのだろう。

　クロエもまた、分かっていながらも敢えて口にする気も、この危うい均衡を崩す勇気もなかった。ひとたび言葉にしてしまえば、坂を転げ落ちるようにすべてが瓦解するのは目に見えている。きっと彼は取り繕うこともしないだろう。

　いつからこんな関係になってしまったのか。たしかにこの婚約は家同士の約束。ブラウエル伯爵家とエミールの生家であるコーレイン伯爵家の政略結婚だ。けれども、ここまで関係が拗れて険悪になるとは、露にも思っていなかった。

　二人の関係に隙間風が吹き始めたのは、クロエの父親が再婚した頃だろうか。

　母は生来身体が弱く、クロエが十歳の頃に逝去した。父も母の死に打ちのめされ、悲しみに暮れていたのだが、それを慰める女性が現れた。それが社交界で出会った義母のイザベラだったのだ。

　彼女も、当時年上の夫が亡くなり新たな伴侶を求めていたところで、父と意気投合したようだ。そしてイザベラは前夫との間にベアトリスを授かっており、父と結婚したと同時にクロエの義理の妹になった。

　ベアトリスは本当に可愛らしく、まるでお人形のようだった。ウェーブのかかった金糸の髪の毛に、くりくりとした青い瞳、透き通るような白磁の肌、桃色の唇。その容姿の一つ一つが、まるで周りの庇護欲をそそるために作られたと言っても過言ではないほどだ。

　そんな彼女を父も溺愛したし、クロエも大層可愛がった。ベアトリス自身が明るく人懐っこい性格をしていることも大きいだろう。彼女はするっとクロエの心の中に入ってきて、『お姉様』と慕ってくれたのだ。

　ところが、それを良しとしなかったのが義母だ。彼女の逆鱗にいつ触れたのか、義母はクロエに冷たく当たる。態度は頑なで、言葉も辛辣だ。それはよく聞く血の繋がらない母と子の軋轢というものだろうかと思いつつこちらから歩み寄ってみたが、結局は彼女にとってクロエは邪魔者でしかないと思い知っただけだった。

　できることなら今すぐにでも家を追い出したいと、臆面もなく態度に出すほどに嫌われている。

　それに反比例するかのように義母からのベアトリスへの愛は深く、その対応の差を義母は父にも求めるようになった。父は新たに家族になった二人との関係を険悪にしたくない気持ちが強かったのだろう。クロエに気を遣いながらも、目に見えてベアトリスを贔屓して可愛がるようになり、クロエはブラウエル家で孤立したのだ。

　家の中に居場所がないクロエは、エミールとの結婚に希望を見出すようになっていった。早くこの婚約がまとまるようにと、静かに祈っていたのだ。

　だが、エミールがベアトリスと義母に会った瞬間、それも雲行きが怪しくなる。

　まずは義母がエミールを気に入り、婚約相手をクロエからベアトリスへと変更してほしいと望んだ。父にコーレイン家に申し出るようにと発破をかけ、エミール本人にもお伺いを立てる。

　そして、ベアトリスを見てその美しさに心を奪われたエミールが乗り気になったのだ。

　肝心のベアトリスはと言えば、『お姉様に悪いわ』と言って断ってはいたが、確実に二人の距離は日に日に近づいていっていた。おそらくコーレイン伯爵が首を横に振らなければ、すぐにでもクロエとの婚約を破棄していただろう。

　エミールの気持ちも理解できた。ベアトリスは魅力的だ。クロエのように余計なことは言わないし、彼のいいところを見つけて褒めちぎっては気持ちを盛り上げていってくれるのだ。悪いところにばかり目が行ってついつい口を出してしまうクロエは、エミールの好みの女性とはかけ離れているのかもしれない。

　それでも構わない。あの家から出られるのであれば。クロエという厄介者がいなくなり、それで丸く収まるのであれば。そう思いながら耐えてはきたのだ。だが……。

（そろそろ潮時なのかもしれない）

　もうはっきりさせる必要があるのだろう。クロエとの婚約をどうしたいのか。現状、コーレイン伯爵が破棄を許しはしないだろうが、それを踏まえたうえで二人の間にある不和を解消させるつもりがあるのか。

　答えを聞くのは怖いが、それでも聞かずにこのまま時が過ぎるのを待つのは辛すぎた。決着を付けなければ、たとえ結婚したとしてもわだかまりが残り続けるのは目に見えている。

　言葉は重要だ。慎重に選ばないと、エミールを激高させてしまい冷静に話し合えないかもしれない。どこで話すか、どう切り出すか。それも考えなければならない。

　ちらりと、エミールの横顔を見る。

　今からベアトリスに会えるのが楽しみなのか、先ほどの仏頂面とは打って変わってご機嫌な様子だ。おそらく、今日も会場に着いて主催者や知り合いに一通り挨拶を終えたら別行動になるのだろう。

　あと何回この憂鬱な時間を過ごすのか。

　馬車の車輪の音が胸に響く。そのたびに心が音を立てているようだ。

　カラカラ……カラカラ……。

　乾いて疲れ切った音を。










「お姉様！」

　仮面舞踏会の会場であるアンヒュル侯爵家に着くと、さっそくクロエの姿を見つけたベアトリスが寄ってくる。馬車の中でマスクをつけたので顔は分からないはずなのだが、彼女が迷いなくクロエを呼んだことに少し驚く。

「ベアトリス、素敵なマスクね。ドレスもとても合っているわ」

「ありがとう、お姉様！　お姉様のマスクもとてもシックで素敵！」

　今日初めて装いについて褒められたクロエは面映ゆくなって、はにかみながら彼女にお礼を言う。

　クロエの今日の装いは、ブルネットの髪の毛に合わせたダークブルーのドレスだ。それに似合うようにと黒のレースのアイマスクにしたのだが、少し地味すぎたかもしれないと思っていたところだ。

　だが、さすがのベアトリスは視点が違う。いいところを見つけて褒めてくれるのだから、ついつい感心してしまう。

　彼女はパステルピンクのパフスリーブのドレスに、白地のアイマスクをしていた。アイマスクは金色のビジューとパールで装飾されており、右の目尻側にある白いフェザーと金色のリボンがアクセントとなっている。ベアトリスの桃色の艶やかな唇がさらに美しく際立っていて、羨ましいほどに綺麗だった。

　決して悪い子ではないのだ。むしろとてもいい子なのだと思う。それがゆえに、エミールとの距離が近くてもクロエは苦言を呈するのを躊躇ってしまう。逆に、彼女にはそんなつもりはさらさらないようで、エミールには婚約者の義妹として接しているだけなのだろう。

「今日も麗しいな、ベアトリス」

　ただ、エミールが懸想しているだけなのだ。

　すかさずクロエの前に進み出てベアトリスを褒めちぎるエミールを見て、密かに溜息を噛み殺した。できれば人前でそういう婚約者ではない女性と親しくしている姿を見せてほしくはないのだが、いくら進言しても聞き入れてはくれない。今の自分の言動がどうみられるかなど、気にもしない。

「エミール。まずは侯爵ご夫婦に挨拶にいかなければ」

「あ？　……あぁ、そうだな」

　ベアトリスと楽しそうに話す彼に横から話しかけると、疎ましそうに眉を顰めた顔を向けられた。先ほどよりも怖い顔にびくりと肩が震えて委縮してしまったが、どうやらここは素直に応じてくれるようだ。さすがのエミールも主催者への挨拶なしにはいられないと分かってはいたのだろう。

　ベアトリスに父と一緒にいるようにと言い残し、エミールと二人で挨拶に回る。笑みを顔に張り付けて、彼の隣に寄り添って。それは二人の間に何ら問題はないと見せつけるための儀式のようなもの。虚しさはあるが、これは義務だと思えば少しは気が楽だった。

　けれども、ファーストダンスが終わってしまえば、エミールはクロエの元から去ってしまう。今日くらいは一緒にと勇気を振り絞るが、どうせ結婚すれば毎日でも顔を突き合わせるのだから、今くらいは好きさせてくれと吐き捨てられて、会場の隅に一人残された。

　ただこの社交の場で一人無為に過ごすわけにもいかず、お茶会仲間と顔を合わせれば世間話をし、踊りに誘われてはお相手をし、疲れたら壁で休む。そうやって、友人や他の女性たちと楽しそうにしているエミールの帰りを待っていた。

　もう宴もたけなわ、ちらほらとこっそりと会場を抜け出す男女や帰っていく人が見られる頃、クロエはそろそろエミールが帰って来るだろうかと会場を見渡していた。

　だが、見つけたのはベアトリスと一緒に来ていたはずの父の姿で、父もベアトリスを探しているのだと言う。そろそろ帰ろうと思っているのだが、姿が見当たらないと。

　少し焦った様子なのは、こういう夜会の最中に女性を暗闇や誰もいない部屋に引きずり込んで、不埒な真似をする輩がいるからだ。仮面を被っているからとはいえ、いや、顔が隠されているからこそ、強引に連れ込む男性が多いのは事実だ。

　ベアトリスがもしもそんな男どもの毒牙にかかったら大変だと、クロエも一緒になって会場の中や外を探し回った。身を隠しやすいテラスや、柱の影、ひと気のない廊下など思いつく限りを探したがどこにもいなかった。

　そうこうしているうちに、父の顔色はどんどんと青褪めていく。万が一、ベアトリスに何かあったらと心配で気が気ではないのだろうし、もしもそんなことがあったら義母が絶対に許しはしないだろう。義母に頭が上がらない父は、動揺して冷静さを失っていっているようだった。

　無事を確かめるまで気が休まらないのはクロエも同じなので、今度は外に出て探してみると父に告げる。それではクロエの身も危ういと、父も一緒についてきてくれた。

　侯爵家の庭はクロエの家の庭よりも遥かに広く、庭園と言っても差し支えないほどに綺麗に整備されている。真ん中に大きな噴水があり、その周りを彩るように花や木が植えられていた。

　父と手分けをしながらベアトリスを探し周り、自然と足は庭園を見渡しやすい噴水へと向かっていた。

　今日は満月。月明かりの中でも十分に足元が見えるほどだ。

　闇夜の中でも見えすぎて、嫌になる。見なくてもいい現実を、はっきりと見せてくれるのだから。――見なくてもいい現実を。

　ベアトリスは、噴水の前にいた。見覚えのあるアイマスクとドレス。彼女に間違いない。

　そして、隣に男性が一人。

　向かい合ってベアトリスを見下ろすのは、エミールその人だった。

　クロエは思わず足を止めた。見つからないように距離を置いたところで、まるで恋人同士のように噴水の前で見つめ合う二人を、呆然としながら見つめていた。

　ハッ……と息が喉に詰まる。呼吸を忘れてただその様子に見入っていた。

　徐々にエミールが腰をかがめてベアトリスに顔を近づける。

　途中で思いとどまってほしい。拒絶して避けてほしい。頭の中でうるさいほどに叫んでいるのに、その声は咽喉にこびりついたように出てこない。

　――そして二人の唇は、ゆっくりと重ねられた。

　その瞬間、クロエの中で何かが砕けていくような気がした。

「ベアトリス！」

　茫然自失となり、何一つ止めることができなかったクロエの代わりに、父の悲鳴にも似た声が静寂を切り裂く。恐ろしいほどの剣幕で二人の元へと向かって行く姿が見えた。

「エミール君！　君というヤツは、クロエという婚約者がいながら！」

　あぁ、やはり先ほど自分が見た光景は幻ではなかったのだ。父の叫び声によって現実を突きつけられたクロエは、眩暈を覚えて身体を揺らした。

「ブラウエル伯爵！　俺は……！」

　遠くでエミールの弁明の声が聞こえる。きっとこれから彼は語るのだろう。どれだけベアトリスを愛しているのかを。やはりクロエと婚約を破棄して、本当に愛している人と結ばれたいのだと言葉を尽くして。

　この場から離れてできるだけ遠くに行かなければと、使命感にも似たものを持ちながらふらつく足を必死に動かした。二人の姿が見えないところへ、エミールの声が聞こえないところへ。ただ、逃げ込める場所を求めて。

　ようやく辿り着いたのは、テラス前。会場の大きな掃き出し窓から見える煌びやかな光景と聞こえてくる笑い声。それとは対照的に、テラスから少し離れたところに、ひっそりと寂しそうに置かれていたベンチを見つけてそこに隠れるように座った。

　身体中が冷たいのにブワっと汗が滲み出てくる。手が震えて、呼吸が乱れているのが分かった。動揺して現実が受け止められずにいるのだ。

　エミールの気持ちなどとっくに分かっていたはずなのに、いざそれを目にしてしまった途端に頭の中が真っ白になって逃げることしかできなかった。腰を落ち着けた途端にぐちゃぐちゃと整理のつかない感情が溢れ出て、何をどこから考えればいいのか分からない。

　ツンと鼻の頭が痛くなって、咽喉の奥から熱いものが込み上げてくる。邪魔なマスクを外し、せり上がってくるものを解すように、指で目頭と鼻の間を揉み込んだ。

　泣いて堪るか。ここで崩れて堪るかと、懸命に耐える。この涙腺も感情も、決壊させずに毅然としてみせると。そうでなければ、あまりにも今の自分は惨めだ。

　目に力を籠め、膝の上に置かれた手を握り締める。

　大丈夫だ、大丈夫だ。

　エミールが何と言おうとこの婚約はきっと覆らない。

　父が叱責し、二人も目を覚ましてくれると信じていた。

　そう信じていなければ耐えきれなかった。一人で気持ちを整理して冷静さを取り戻すまでは、どうか、自分を保ち続けてくれと言い聞かせながら。

　そのとき、俯くクロエの視界にふと誰かの靴が見えた。

　それにビクリと肩を震わせ、弾かれたように顔を上げる。こんなところで打ちひしがれている姿を見られてしまったと、焦りながら相手の顔を見ると、そこにいたのは真っ白な仮面を被った男性だった。

　知り合いだろうか、と目を凝らして相手の素性を探るも、額から顎まですべて覆われたマスクをしていて、顔の断片も見えない。加えて闇夜の中、瞳の色も分からず、ただ彼が凄く背の高い、逞しい体格をした男性ということしか分からなかった。髪の毛も後ろに撫でつけていて清潔感があるが、はっきりとした色味などは判別がつかない。

　しかし、こんな暗闇の中、突然男の人が目の前に現れるというのは大層恐ろしいもので、クロエは身体を強張らせた。何か用事があるのか、それとも一人でいるクロエに対し良からぬことを考えているのか。

　動揺のあまりに一人でフラフラとこんなところに来てしまった自分の軽率さを恥じたが、今さらもう遅い。相手がどう出るのか、緊張を高まらせながらいつでも逃げられるようにと、心づもりをした。

「…………」

　そう身構えているのに、いくら待っても相手は微動だにしない。ただ、クロエを見下ろして目の前で立ち尽くしていた。

　さすがに長いこと沈黙が続くと、クロエもこの奇妙な間に気まずさを覚える。いったい彼が何をしたいのか分からずに、白いマスクを見つめ続けた。

　そうこうしているうちに、彼はおもむろに懐に手を伸ばし内ポケットからハンカチを取り出す。そして、その紺色のハンカチをクロエに向けて差し出してきたのだ。

「……私に、ですか？」

　差し出されたハンカチの意味を掴めずに恐る恐る聞くと、彼はゆっくりと首を縦に振る。

　もしかして泣いていると思われてしまったのだろうか。そうであればとんだ醜態を見られてしまったものだと、クロエは狼狽して頬を染めた。

「だ、大丈夫です！　あの……大丈夫ですから！　泣いたりしていませんし……」

　心配するほどでもないと手を横に振るもののハンカチは引っ込む気配はなく、またもや動きを止めた。

　こういうときどう丁重に断ればいいのか。自分でもハンカチを持っていると言えばそれで丸く収まるのだろうか。でも、それではせっかくの親切を無下にしてしまい失礼ではないのか。

　そういろいろと考えあぐねているうちに、ぽそりと小さな声で彼が言う。

「……いらなければ……捨ててくれ」

　仮面越しなのでくぐもって聞こえてきたが、その低く穏やかな声はクロエの心にじんわりと染み渡ってきた。先ほどまでぐちゃぐちゃだったはずの心が、少し温かくなる。

　少し強引ではあるが、クロエの手の上にハンカチを置いて彼は踵を返す。

「あ、あの！　ありがとうございます！　是非お名前を！」

　足早に去っていく彼の背中に声をかけるも、返事はなかった。そしてあっという間に姿が見えなくなってしまう。

　クロエは呆然としながらその姿を見送り、そして手の中にあるハンカチに視線を落とした。何だか同情されて情けないという気持ちと、純粋に嬉しいという気持ちが混じり合って不思議な感覚に陥った。

　けれども、言葉少なく動作も緩慢だったが、彼は傷ついて打ちひしがれているクロエにハンカチと共に優しさをくれたのだ。久しぶりに誰かの優しさに触れたクロエにとって、ありがたいものであることはたしかだった。

　また鼻の頭がツンと痛くなるが、今度は辛くはなかった。いつの間にか眦に溜まった涙をそっとハンカチで拭き、そしてそれに顔を埋める。

「……ありがとうございます」

　きっと、エミールが今後何を言ってきても気丈でいられる気がした。このハンカチの励ましを胸にまた立ち上がれると、クロエは自分に確認しながら顔を上げて前を見据えた。

　そのときちょうど、エミールとベアトリスを連れた怒れる父が庭園から出てきたのを見つけた。己を奮い立たせて腰を上げ、一歩足を前に進める。

　動揺を一切見せない、冷静沈着な、まるで理想的な淑女を演じるいつも通りのクロエとして、三人の元へと向かって行った。










　あのあと、クロエとベアトリスを連れて帰った父は、大層エミールに腹を立てていた。不届き者め！　と声を荒げて、次の日も怒りの火は治まらない様子だった。

　当のベアトリスは、シュンとしてクロエに謝ってきて、そういうつもりではなかったと泣きながら弁解してきた。まともに話ができないほどに泣き崩れるベアトリスを見て、クロエもさすがに責めることができずに慰める。

　本当なら、義理姉の婚約者とはいえ男性とあんな暗がりで二人きりになるなど不用心すぎるとか、だから日頃から節度ある距離を保つ必要があるのだと言いたいことはあったが、それらをすべて呑み込んだ。

　ベアトリスが不用心だったとしても、口づけをしてきたのはエミールで、ベアトリスは彼に穢された立場なのだからと。それは同じ女性として理解してあげなければならないのだろう。

　それは父も同じ思いだったようで、しきりに謝り続ける彼女に対しずっと『お前は悪くない』と言っていた。悪いのはすべてエミールなのだと。

　だが、そうなると、義母がすかさず横から言うのだ。

「もうエミール様に、この責任を取ってもらうしかないのではなくて？」

　悪魔の囁きのように。ここぞとばかりに二人の結婚を押し進めようとする。

　もしもこのままこのことが社交界で噂になってしまったら、ベアトリスは疵物と後ろ指を指され誰も娶ろうとしなくなる。それではあまりにも可哀想だと。それにこんなことになってしまったのは、ベアトリスを一人にした父のせいだとも責め立てた。

　父も呵責の念が出て耐えきれなくなったのだろう。徐々に義母の言葉に納得するような素振りを見せてきた。

「お父様、私は大丈夫ですから、エミールとの婚約はこのままでも……」

　思い悩む父に自分の思いを伝えようと声をかけても、それをすぐに振り払われた。

「悪いようにはしないからお前は黙っていなさい」

　そうこちらを見ることなく言い放つのだ。

　今回の件に関して、クロエ一人だけが蚊帳の外に追いやられていた。婚約者に裏切られた立場であるにも関わらず、意見を言うことも許されず、逆に『ベアトリスが可哀想だと思わないのか』と義母に責め立てられ、父は気まずいのかクロエを避けてきた。

　そして、あの夜会の日から十日ほど経った頃、父から突然呼び出されて告げられたのだ。

「コーレイン家から正式に婚約破棄の申し出がきた。そしてベアトリスに改めて婚約を申し込みたいと……。すまない、クロエ。私はこの申し出を受け入れようと思う」

　ブラウエル家とコーレイン家は同じ伯爵位だが、ブラウエル家の方が古くから続く家であり格が上だ。しかし、抱えている資産はコーレイン家の方がはるかに多く、領地に肥沃な土地があり、かつ特産品の販路も拡大しているために、父としては何としてでも縁続きになっておきたい相手だった。

　その場にはエミールとコーレイン伯爵もいた。二人は直接の謝罪とそしてベアトリスとの婚約の申し出をしにきたようだ。エミールが伯爵をどう説得したのかは分からない。だが、父も伯爵から直接申し出があれば、断ることはできなかったのだろう。

「クロエ嬢、エミールが本当に申し訳ないことをした。許してほしいとは言わない。だが、エミールがベアトリス嬢にしたことの責任を取りたいと言っている。彼女を愛しているとも。自分の立場もわきまえず愚かしい真似をしたのは事実だが、こ奴の男としての覚悟を汲んでやりたいと思っている」

　本来ならばクロエに頭を下げるような立場ではないはずの伯爵が、懸命に謝罪を繰り返す。不義理をした息子ではあるが、それでも見捨てきれない部分もあるのだろう。

　そんな伯爵の痛ましい姿を見ていられずエミールに視線を向けると、彼は殊勝な態度を取るどころかニヤリと笑みを浮かべていた。彼からすれば勝利の笑みなのだろう。ようやく疎ましいクロエから解放されて、本当に愛する人と結ばれるという歓喜がその表情から漏れ出ている。

　反省や謝罪といった気持ちは微塵もないようだ。自分がどれだけ周りに迷惑をかけたのか分かってもいない。

　エミールがブラウエル家に婚約を破棄したいという気持ちを匂わせ、こちらから何かしらの行動を待つのではなく、ちゃんと筋を通して婚約破棄を申し出ていればコーレイン伯爵も恥をかくことなく、ベアトリスもあんなに泣く必要だってなかっただろう。

「ベアトリスは何と言っていますか？」

　そうクロエが問えば、父は気まずそうな顔をして口を開く。

「……お前に申し訳ないと。イザベラが宥めているがあまり話ができない様子でな。ただ、イザベラが、クロエが許してくれるのであれば、申し出を受けるべきではないかと言っている」

　ベアトリスはクロエに謝っている一方で、エミールへの思いや自分の気持ちなどは一切言わず、何を考えているのか分からない。今も義母が彼女を守っているのだろう。エミールとの婚約が成されるように。

　今さら何をどう言ったところで決定は覆らない。周りはこちらに伺いを立ててはいるが、結局はクロエの気持ちなど二の次なのだ。体裁が整えられればそれでいい。

「……分かりました。婚約破棄の申し出、お受けいたします」

　クロエがそう言った瞬間、父と伯爵はホッとした顔をした。エミールは笑いを抑えきれないようで、口元を手で覆って肩を震わせていた。

　それにスゥっと目を細める。

「一つだけお願いがあります、コーレイン伯爵」

「あぁ、何かね？」

　きっとお優しい伯爵のことだ。自分の息子が捨てた可哀想な令嬢の願いを無下にはできないだろう。息子の教育には失敗したが、こちらの気持ちを慮ってくれる人だ。

「私の愚行をお許しください」

　すべて吹っ切れたような爽やかな笑顔を浮かべ伯爵にそう申し出ると、クロエはスッと立ち上がり、いつまでも謝罪の場にそぐわない態度を取り続けるエミールの前まで歩いていく。

　突然目の前に立ったクロエを不審に思った彼は、顔を上げて眉を顰める。そんな彼にクロエはまたたおやかな笑みを向け、エミールの胸倉を掴み上げた。

「え？」

　間抜けな声に応えるように、力の限り先ほどまでニヤついていた頬に張り手をかます。その動きにつられて吹っ飛んでいきそうな彼を力の限り引っ張り、自分の顔に近づけた。

「ベアトリスに私と同じような真似をしたら、今度こそ許さないわよ、エミール。責任を取るというのはそういうことだと、肝に銘じておきなさいな」

　驚愕し怯えたようにこちらを見るその顔が、酷く滑稽だった。噴き出してしまう前に手を離し、伯爵に頭を下げる。

「申し訳ございません、コーレイン伯爵」

「…………あ、あぁ……いいんだ。エミールはそれだけのことを君にしたのだから……うん、問題ない。謝罪も必要ない」

　普段から淑女であれ。そうきつく家庭教師に教えられてきたクロエは、今まで人を叩いたことなどない。感情のままに動くなど愚行であり、淑やかさと冷静さ、そして我慢を忘れてはいけないと己に言い聞かせて行動してきたのだ。

　そんなクロエがまさか人前でエミールの頬を叩くなど、伯爵も父も、そしてエミールも、思いもよらなかったに違いない。

　クロエだってそうだ。平気だと思っていたが、どうやら燻っていたものがあったらしい。

「ありがとうございます、コーレイン伯爵」

　溜まりに溜まった怒りをぶつけたら、予想以上に清々しい気持ちになり心が軽くなったのが分かった。エミールに気を遣い委縮していた日々が、アホらしく思える。

　一方的に叩かれて忠告を受けたエミールは、我に返った途端に騒いではいたが、逆に伯爵に叱られていた。部屋を出て行くクロエをいつまでも睨み付けている。

　けれども、もう怖くはなかった。

（案外、あっけないものね）

　ジンジンと痛みの残る手のひらを見下ろす。

　いったい、自分は何を必死に守ろうとしていたのだろうかと自嘲してしまった。

　この先、クロエの処遇がどうなるのか分からない。父が新たに婚約者を見つけてくるのか、それとも捨てられた女を娶るなどという奇特な紳士が現れずに、行く当てもなくなって修道院に入れられるか。

　どんな結果になっても構わない。きっとこのままエミールと結婚するよりはマシだろう。しばらくはのんびりするのもいいかもしれない。

　そう楽観的に考えていた。






　ところが一か月後。

　部屋に籠って好きな読書に勤しんでいたクロエを、父が急に呼び出したのだ。

「喜べクロエ！　お前の結婚が決まったぞ！」

　それは父が久しぶりに見せた笑顔だった。

　あまりにも早い展開に、素直に喜んでいいのか分からなかったが、これはめでたいことなのだろう。とにかくクロエのために尽力してくれたのであろう父にお礼を言った。

「いや、実はこの結婚を取り付けてくれたのはイザベラだ。彼女に礼を言うがいい。ベアトリスの件で申し訳ないと思っていたのか、あらゆる伝手を使って探してくれてな。それに名乗りを上げてくれた人がいた」

　何故彼女が嫌いなクロエのためにそんな労力を……と訝しんだが、要するにクロエを早々にこの屋敷から追い出したかったのだ。

　ベアトリスがエミールと結婚すれば、エミールはこの屋敷に暮らし始める。そのとき、元婚約者であるクロエが同じ屋根の下にいるのは、体裁が悪いし、義母も面白くない。こんなに早く縁談がまとまったのも、あらかた父が迷いを持っていた頃から根回しをし始めたせいだろう。

　用意周到なことだと呆れるどころか、逆に感心してしまった。

「それで、そのお相手というのは？」

　そうこちらから切り出すと、父は何故か目を泳がせて口籠る。

　なるほど。結婚が決まったには決まったが、それは心の底から喜べるような相手ではないらしい。年老いた男性の後添えなどだろうか。

　何にせよ、エミールより理性的で礼儀を弁えている男性であればそれでいい。夫婦の間に愛情を望むのも諦めている。

　だが、父の口から出てきた名前は、クロエの予想を遥かに上回ったものだった。

「――フリードリヒ・ビュルシンク伯爵だ」

「……ビュルシンクって……あの？『ビュルシンクの悪魔』ですか？」

　度肝を抜かれるとはまさにこのことだろう。予想だにしなかった大物の名前に、心臓が肌を突き破って出てきそうなほどに脈打ってきた。

『ビュルシンクの悪魔』。この二つ名は社交界で密やかに囁かれていた。

　ここクレシアルクス国の国境付近に領地を有し、武に優れた家系。建国時からその武力をもって国に貢献し、国防の一端を担っていたのがビュルシンク一族だ。

　だが、その優秀な血筋故だろうか。今の当主であるビュルシンク伯爵は気性が荒く、傲慢で不遜、悪魔のような男だと皆が口々に言う。今は領地に引き篭もって滅多に社交界に顔を出さないので、クロエは直接その姿を見たことがない。

　それでもいまだまことしやかに囁かれる噂に皆震え上がり、できることなら関わり合いたくはないものだと口を揃えて言っていた。

　何年か前に当主が交代したが、その息子も同じ気性で悪魔そのものらしい。『ビュルシンクの悪魔』という渾名は、ビュルシンク伯爵そのものを示す言葉として浸透していた。

　そんなビュルシンクの悪魔がクロエとの結婚を申し込んできたのも驚きだが、まさか父が承諾しようとは。それほどまで早くクロエをこの家から追い出したかったのだろうか。

　青褪めた顔をして言葉を失くすクロエに、父は懸命に声をかけて取り繕おうとしていた。あくまで噂は噂だ、とか、昔父がビュルシンク伯爵を見かけたときはとても立派な人だったぞ、など。何一つ安心材料にならない話を引っ張り出してきて。

　もちろん、これをクロエの一存で断ることなどできない。父も今は下手に出てはいるが、許さないだろう。そんな立場ではないとは分かっているし、実際断ればクロエに残された道は修道院だ。

「……わかり、ました」

　返事をする声が震えていた。

　安堵の表情を浮かべる父が憎らしく思えたが、エミールのときのような怒りは湧いてはこなかった。

　ブラウエル伯爵家の一員として、名家であるビュルシンク伯爵家に嫁げることを誉とすべきだ。それが、クロエがこの家で育ててもらってきた最大限の理由なのだから。

「それはよかった！　それでな？　先方はすぐにでも結婚したいとおっしゃってくれている」

「すぐにですか？」

「ああ！　それこそ結婚承諾の返事とともにクロエにビュルシンクに来てほしいと！　じょ、情熱的なお方だな！」

　父はそれを本気で言っているのだろうか、と胡乱な目でねめつけた。

　結婚に至るまでは様々な手順を踏み、その準備のために婚約期間を設けてようやく成されるというのに。こんなすべてをすっ飛ばして最短距離での成婚など前代未聞だ。それを許してしまう父もどうかしている。

　つまりは、父もクロエをこの家から追い出せれば何だっていいのだろう。父だけはまだクロエを家族と思ってくれていると信じていたが、どうやら驕りだったようだ。

「私もいろいろと辛い立場なのだ。お前はそれを分かってくれるだろう……？」

　エミールとベアトリスのことで義母に責められていたのは明白。加えてクロエを早くこの屋敷から追い出せと圧力をかけられているのだろう。そうでなければ二人は結婚できないし、エミールもこの家に来るのを厭う。父にとってビュルシンク伯爵の申し出は願ってもないことだ。逃す手はないと。

　これが娘としての最後の親孝行だろう。もうこの家はクロエのいるべき場所ではない。

「分かりました。今から荷物をまとめて明日にでもビュルシンクに向かいましょう」

















第二章












　ビュルシンクは思った以上に賑やかなところだった。

　遠目に見える山の中腹には砦があり、それを中心として左右に壁が広がっている。麓には何よりも目を引く大きな城。あれがおそらくビュルシンク伯爵邸なのだろう。

　城下町も随分と栄えていて、商業も盛んなのか行商人の格好をした人を何人も見かけた。通りを歩けば客引きの声がかかり、道行く人もついつい足を止める。町の人たちは道端で笑い合いながら世間話をしていて、仲睦まじい様子が馬車の中からでも感じ取れた。

　町の西側には大きな川が流れているらしく、そこが物流の要になっているようだ。国境は川を横断するようにあり、そこも堅牢に守られるように水門が設置されていた。

　よく整備されている街並みを眺めながら、クロエは感嘆の吐息を漏らした。悪魔と言われていても、政治手腕は確かなのだろう。領主としてここまで立派に領地を治めているのだから素晴らしい。その一言に尽きる。

　クロエはビュルシンク邸が近づくにつれて、不安からくる緊張がまた別のものに取って代わっていくのを感じていた。期待と高揚感とでも言うのだろうか。いい意味で今度は胸がドキドキしていた。

　彼はどんな人なのだろう。それだけが気になって仕方がなかった。






「ようこそ遠路はるばるお越しくださいました、クロエ様」

　馬車が屋敷の前に停まると、この家の家令であろう老成した男性が物腰柔らかに挨拶をしてくれた。その後ろに使用人たちが勢ぞろいで待っている。

　さすがに返事とともにクロエが行くというのは憚りがあったために、早馬で返事を先に出したので準備をしてくれていたのだろうが、まさか外で待ち構えられているとは思いもしなかった。歓迎されていると捉えてもいいのだろうか。

　少し圧巻されてしまったクロエは、気恥ずかしさを感じながら家令のエスコートで馬車から降りる。

「私は、ここビュルシンク邸で家令を務めておりますノーランドと申します。そしてここにいる者たちは屋敷で働く使用人たちでございます。皆クロエ様がいらっしゃるのを心よりお待ちしておりました」

　改めて皆の前に立つと、使用人たちは目を輝かせてクロエを見つめてきた。そして恭しく頭を下げて、歓迎の言葉を次々に伝えてきてくれた。

　喜びと期待に満ちたその顔に、今まで誰かの家を訪れてこんなに歓迎された記憶がないクロエは尻込みする。それほどまで待ちに待った花嫁ということなのだろうか。やはり噂を怖がって、ビュルシンク伯爵からの申し出を断る家は多かったのかもしれない。

　だが、本来なら一緒に出迎えてくれてもいいはずの、ビュルシンク伯爵本人がこの場にいない。それらしき人を探したが、一歩前に出て挨拶をしに来る気配もなかった。

　いったいどうしたのだろうかと不安に思っていたところで、ノーランドが一通の手紙を差し出してきた。

「申し訳ございません、クロエ様。当主であるフリードリヒ様は所用で出迎えに来られません。こちらの手紙を預かっておりますので、どうぞお読みになってください」

「ありがとうございます」

　白い封筒に封蝋で閉じられているそれは、丁寧に紋章が捺されてある。あとでゆっくり読もうかと思ったが、ノーランドがすぐにでも読んでほしい様子だったので封を開けた。

　小さく堅苦しい文字で書かれたそれを目で追う。

『ようこそ、ビュルシンクに。直接歓迎の言葉を述べたかったが、都合がつかず申し訳ない。貴女を心より歓迎する。屋敷でゆっくりと過ごしてほしい。何かあればノーランドか使用人に遠慮なく言ってくれ。では、結婚式に』

　簡単ではあるが謝罪と歓迎の言葉が綴られた手紙に、クロエは安堵する。どうやら本当に忙しいらしく、ぞんざいに扱われているわけではなさそうだった。

　しかし結婚式まで会えないとなると、今日はずっと仕事で忙しいのだろうか。屋敷の中をノーランドに案内されている最中に聞いてみると、彼は優しく首を横に振る。

「ご安心ください。結婚式はこのあとすぐ執り行いますので」

「このあとすぐ?!」

「ええ。クロエ様の気が変わってしまわぬうちに。善は急げ、でございます」

　ノーランドがサラリと怖いことを言ってくれる。それはどういう意味なのかと深く聞こうと思ったが、『お時間が迫っております』と先を急かすのでよくよく聞き出せなかった。

　クロエの私室だと案内された部屋に押し込まれ、待ち構えていたメイドたちにあれよあれよと着替えのために服を脱がされた。

　使用人たちは着付けをしながら嬉しそうにクロエに言う。

「旦那様がよかったら着てほしいと、お手紙と一緒にご用意してくださったんです」

　綺麗に保管されていたであろう純白のドレスは思わず見蕩れてしまうほどに美しい。本当にこんな上等なドレスを自分が着てもいいのだろうか、着こなせるのだろうかと心配になったが、使用人たちがしきりに『お似合いです』『お綺麗です』と褒めてくれるので満更でもなくなった。

　実際姿見を見ると、思った以上に様になっていた自分が映っている。彼女たちの手腕が素晴らしいのだろう。

　照れながらもお礼を言うと、使用人たちは感極まったように泣き出してしまった。

「クロエ様のようなお優しくて素敵な方が、旦那様の元に来てくださって本当によかった」

　そうやって感謝感激されると面映ゆい気持ちと裏腹に、どうしても不安が渦巻いてしまう。しかも、そんなに泣かないでとハンカチを差し出すと、手を握られ、『旦那様をどうかよろしくお願いします』と縋り付かれてしまう始末だ。

　正直、自分の夫になる人の情報がほとんどない。年はいくつかもあやふやではあるし、結婚歴も父に聞いても分からなかった。

　さらに、フリードリヒの似顔絵もブラウエル家に送られてきていなかったので、顔もわからない。怖い噂だけだ。

　彼の話を聞けば聞くほどに謎が深まった。

　再び馬車に乗り込み教会へと向かう。道中、ノーランドに招待客などはいるのかと聞いたが、外部からは特に呼んではおらず屋敷の使用人たちのみになると言っていた。

　教会につくと、ノーランドにエスコートされるがまま扉の前に立つ。

「フリードリヒ様はいらっしゃっているのですか？」

「はい。先にいらっしゃって神父と打ち合わせをしておりました。もう準備も整ったと伝達がきておりますので、今か今かとお待ちだと思います」

　なるほど。彼の用事というのは結婚式の準備も含まれていたのかと合点がいった。出迎えも来られないほどに急ごしらえで結婚式をするくらいならば、別に時間を置いて執り行ってもと思ったが、何かしらの理由があるのだろう。

　よくよく分からない人だと頭を捻りながら、目の前の扉が開くのを待った。

　妙だ。心がやけに凪いでいる。

　ずっとこの瞬間を待ち望んでいたはずなのに。相手はエミールではなくなったし、家から追い出されるようにしてビュルシンクにやってきたが、それでも門出であることには変わりない。

　それなのに緊張するでもなく、ただただフリードリヒに相まみえるときを待っていた。

　扉が開かれ、目の前にはバージンロードとそのわきに並ぶ使用人たち。

　そしてその奥には祭壇と司祭と――夫となるその人がいる。

　一歩一歩近づきながらクロエは、フリードリヒの姿を確認した。

　背は高い。神父よりも頭二個分高いところを見るに、クロエと並ぶと頭三個分くらいの差があるだろうか。体格もガッチリしていて、さすが武に秀でているだけあって逞しい。こちらに向けている背中が広かった。髪の色は灰色で、日の当たり具合では白髪にも見えそうだった。

　顔は背を向けているから分からない。花嫁が歩いてきているというのに一瞥もくれない。

　だが、その理由が横に並んで顔を盗み見たときにようやく分かった。

（……顔が怖い）

　直感的にそう評してしまうくらいにフリードリヒの顔はいかめしく、威圧感のある顔をしていた。鋭い三白眼に眉間に深く刻まれた皺。口は真一文字に引き結ばれ、口角が下がっている。加えて身体も大きく、その存在だけで圧倒されてしまう。

　はっきり言ってしまえば、社交界にいる女性たちには好まれない顔だろう。気の弱い人なら、フリードリヒの姿を見ただけで悲鳴を上げてしまうかもしれない。この容姿から『悪魔』と揶揄されるようになったのであれば、なるほどと頷けた。

　だが、この人が夫なのかと、ようやく顔を見られて感慨深くなった。

　どんな性格をしているかはこれから手探りになるだろうが、クロエにはあの噂通りの人には思えない。手紙は素っ気ない内容だったが、その文章の向こうには優しさが垣間見られた。

「誓いのキスを」

　結婚式は滞りなく行われ、神父が二人に向けてそう言う。キスをすれば、晴れて夫婦になるのだと背筋が伸びる思いでいたクロエだったが、次の瞬間にその思いは挫かれた。

「必要ない。式は終わりだ」

　真っ直ぐと前を見つめたまま、フリードリヒは冷たく言い放つ。神父はそんなわけにはいかないと彼を止めようとするも、フリードリヒは踵を返してスタスタと去っていってしまった。

　取り残されたクロエはもちろん、参列していた使用人たちも唖然としてしばらく言葉が出なかった。

　どこからともなく暗雲が立ち込める。

　もしかしてこの家でも自分は望まれていないのだろうか。

　ブラウエル家の辛い日々を思い出して、胸がジクジクと痛んだ。






　フリードリヒは晩餐の席にも現れず、クロエは寂しく食事の席に着いた。

　ノーランドはしきりに謝っていたが、彼が悪いわけではないとクロエも首を横に振るしかなかった。理由を聞いても言葉を濁すばかりなので、深く追求しない方が自分自身のためにもなるのだろうかと口を噤んだ。

　何とか自分を取り繕い、律しようと思ったが難しい。思った以上にフリードリヒのつれない態度に傷ついているようだ。

　これから初夜だというのにどうしたものかと憂鬱になった。果たして彼は寝所に現れるのか、クロエと閨を共にするつもりがあるのか。自分は、そういう意味ですら望まれていないかもしれないと、とめどない考えがクロエの不安を煽る。

　その姿を見て思うところがあったのか、ノーランドはまた一通の手紙を出してきた。フリードリヒからの手紙かと開けようとするが、止められてしまう。

「もし、フリードリヒ様と寝所にいるとき、困ったことがありましたら読んでください。それまでは封を開けずにそのままで」

　今日はよく手紙をもらう日だ。何が書かれているか気になるが、そのときになれば必ず役に立つからと言われてしまえば言う通りにするしかなかった。

「大丈夫ですよ。ああ見えて、フリードリヒ様はクロエ様がいらして大変喜んでおられます」

　俄かには信じがたい言葉に曖昧に頷くことしかできなかった。

　よくよく喉を通らなかった食事を終えて、使用人に丹念に身体を磨き上げてもらい用意された夜着を着る。出されたものはワンピース型のネグリジェで、襟ぐりが大きく開いて襟の部分にレースがあしらわれている可愛らしいものだった。

　寝室まで赴くとフリードリヒはおらず、ベッドの縁に腰を掛けて彼を待った。

　一応手紙は持ってきたが置く場所に困ってしまい、邪魔にならないようにとサイドテーブルの上に置くことにした。ノーランドの言う『困ったこと』があった場合にすぐにでも手を伸ばせる。

　さすがのクロエでも初夜となれば緊張した。結婚式ではそれほどでもなかったが、夫となる男性に初めてこの肌を許すのはまた覚悟が違う。

　当然、男性と肌を重ねるなど初めてのことだ。淑女のたしなみとして一通り勉強はしてきているので流れは分かるが、実際どうなるかは男性任せなのだと、昔家庭教師をしてくれていた女性は言っていた。あちらがすべてリードしてくれるからと。

　あの大きな身体に圧し掛かられるのは怖そうだとふるりと身体を震わせていると、前触れもなく寝室の扉が開いてフリードリヒが入ってきた。慌てて立ち上がり礼を取る。

　彼はそんなクロエにも目をくれず、ベッドに真っ直ぐと向かって行き腰を落とした。

「あの……フリードリヒ様？」

　何やら考え込むように膝に肘をついて俯き黙り込む。そんな姿を見て、クロエはついつい声をかけてしまった。返事はなかったが。

　そういえばフリードリヒと出会ってから、会話を一度もしていないと気付く。それは果たして夫婦として如何なものかと思ったが、クロエもクロエで沈黙を保ち続ける彼に何と声をかけたらいいか分からなかった。

　まずは、挨拶だろうか。

「申し遅れましたが、クロエです。これからどうぞよろしくお願い致します」

　当たり障りのないところで自己紹介をすると、フリードリヒはちらりとこちらを見てきた。

　昼間は髪を撫で上げていたが、風呂に入って来たからか前髪が下りていて、その奥から鋭い目が覗いていた。その眼光の強さといったら、心臓が縮み上がりそうなほどである。

　だが、フリードリヒが隣に座れと言うようにベッドの上をポンと叩いたので、クロエはそれに頷いて腰を下ろした。微妙に距離を置いて座ったのは、遠慮の表れだ。

　これから二人でベッドの中に入って服を脱いで……という流れになるのだろうが、これも下手にこちらから手を出さずに待つ必要がある。はしたない女だと思われてはいけないのだ。

　フリードリヒはどうするのだろうかと横目に彼を見ると、その手に何かが握られていた。

（また手紙?!）

　本日三度目の登場である。

　しかも、フリードリヒはそれを開いて読んでいるようだった。ブツブツと声に出しながら。

　いったい何なのだろうかと、驚くというよりもう呆れてしまっていたクロエがついつい漏れ出そうな溜息を噛み殺していると、突如フリードリヒが身体ごとこちらを振り向いた。それに驚いたクロエの肩が飛び跳ねる。

　とうとう初夜が始まるのかと思ったのも束の間、フリードリヒは手紙に視線を落としたまま話し始めた。










[image: ]










「『今日は一日ご苦労だった。紹介が遅れたが、私がビュルシンク伯爵家当主フリードリヒ・ビュルシンクだ。これから末永くどうかよろしく頼む。今回の結婚は君には突飛な話だったはずなのに、承諾してくれて大変感謝している』」

「……ちょ、ちょっと待ってください」

「『ここビュルシンクは交易も盛んで町も賑わっている。国境の守りを担っているのでときおりきな臭い雰囲気も出るが、おおむね平和なところなので安心してほしい』」

「少しお待ちください！　フリードリヒ様！」

　つらつらと抑揚のない声で読み続ける彼に我慢がならずに、少し声を張り上げて名前を呼ぶと、フリードリヒはビクリと驚いたように肩を跳ね上げた。そしてそれ以降、口を閉ざして俯いたまま微動だにしない。

「……フリードリヒ様？」

　そんな彼が心配になったクロエがその顔を覗き込もうとした瞬間、フリードリヒは素早く後ろに飛び退いて距離を取る。

　あれ？　と不思議に思いこちらから距離を詰めると、また彼は距離を取ってきた。不審に思いフリードリヒを見つめていると、その身体が小刻みに震えていることに気が付く。

「どうかされましたか？」

　心配になって問いかけるも、彼はブンブンと首を横に振るだけで何も言わない。具合が悪いのか、はたまたクロエが何か粗相をしてしまったのかと不安になりながらゆっくりと近づいた。

「お顔を見せてください」

　もしも顔色が悪かったりしたら初夜どころの話ではない。今日のところはゆっくりと休んで日を改める必要があるだろう。薬なども必要になるかもしれない。

　顔をよくよく確かめようと伏せてこちらを見ない彼の顔に手をかけた。

「きゃっ」

　すると、今度はその手から素早く逃げてベッドの中に潜り込み、あの大きな身体を縮こませながらシーツに包まってしまった。まるで巨大な芋虫のようだ。

（……いったい……なにごと？）

　もう何が何だか、と呆然として芋虫になったフリードリヒを眺めていると、ふいにノーランドの手紙の存在を思い出した。サイドテーブルに手を伸ばし縋るように封を開けて手紙を読む。

『実はフリードリヒ様は極度の人見知りでございます。顔を見て話すことは苦手で、言葉数も多くはございません。もしも会話ができない状況でしたら、どうぞ紙と筆をお渡しになり筆談を試みてください』

「筆談?!」

　まさかの手紙の内容に声を上げると、シーツの中でフリードリヒが飛び上がったのが尻目に見えた。そして信じられない面持ちで彼の方を見やる。

　あの強面で、視線だけで人の心臓を止めることができそうなほどの眼光の持ち主が、人ひとり片手で握り潰せそうなほどに屈強そうな彼が……人見知り？

　クロエはどうしても信じられなかったが、事実フリードリヒは会話もしないし、今は芋虫になってこちらを完全に遮断している。それにわざわざノーランドが有事の際にはとこんな手紙まで寄越してくれたのだ。本当に人と話すのが苦手なのだろう。

　手紙に目を落とすと、続きがあった。

『クロエ様をお迎えするために、私と一緒に顔を見て話す練習もして随分と頑張っておりましたが、結局は手紙を読んで歓迎の気持ちを伝えるのが精一杯なようです。どうか、その努力を汲んでいただき、根気よくお話をしてくだされば幸いです』

　手紙を一通り読んで、クロエはずっと堪えていた溜息をついに吐き出した。脱力したと言ってもいい。

　つまりは、最初に出迎えに来られなかったのも、あの手紙も、そして結婚式のキスを飛ばして去っていってしまったのも、寝室での手紙の読み上げも何もかも。

　フリードリヒが人見知りであるが故の行動だったようだ。

　とりあえずノーランドの言うように筆談から始めようと、紙とペンを探すと、もうすでにサイドテーブルの上に置いてあった。準備がいいことで、とありがたく使わせてもらうことにした。

「フリードリヒ様、もしよかったらこれでお話をしませんか？」

　なるべく刺激しないように小声でそっと目の前に紙とペンを置いて、また離れる。シーツから手を伸ばしてそれを受け取ったのを見たクロエは、もう一度フリードリヒと対峙した。

「今日はお疲れさまでした、フリードリヒ様。それにいろいろとご準備してくださったようで、ありがとうございます」

　まずは当たり障りのないところから話をする。すると、フリードリヒは紙に文字を書いてこちらに差し出してきた。

『当然のことをしたまでだ。君がお礼を言うまでもない』

「お心づかい、痛み入ります」

　その言葉にシーツから顔を少し覗かせた彼が、コクリと頷く。

「では、そのままの状態でいいですので、私と少しお話ししませんか？　話すのが大変ならば文字で。返事は相槌だけでも結構です。焦る必要はありません。ゆっくりでいいですので」

　それにも頷いてくれたフリードリヒは、もう少しだけ顔をシーツから出して上体を起こして座りなおした。ベッドの上にちょこんと座るその姿は、まるで大きな熊のぬいぐるみのようで可愛く思えた。

「フリードリヒ様はお話するのは苦手なのですか？」

　コクリと彼は頷く。

「では、本当は私がここに嫁いできたことが不本意であのような態度だったわけでは……」

　それには首を横に振った。ブンブンと頭が取れそうなほどに力強く。そしてまた紙に何かを書き始めた。

『あんな態度を取ってしまい、申し訳ない。君を目の前にしたらどうしていいか分からず、緊張のあまりに逃げ出してしまった。とても反省している。償いは何でもしよう』

「つ、償いなんて！　そんなもの必要ないですよ！　理由も分かりましたし、なるほどと納得できたので特には怒ってもいませんし」

　得手不得手は誰にでもあるものだ。上手くできないからといってそれに腹を立てることはない。できないことに胡坐をかいて怠惰な態度を取る人間はまた別だが。

「ですが、夫婦になったのに会話もままならないのは少し障りがあるかと。普段は筆談でもいいでしょう。けれどもこれから二人で社交界に赴く機会も増えますでしょうし」

　今の今まで領地に引き篭もって顔を出していないようだが、結婚したからにはその挨拶回りもしなければならないだろうし、何より貴族社会で人脈がまったくないのは致命的だ。

　加えて、フリードリヒには付き纏っている噂もある。それを払しょくしないことには皆怖がって近寄ってこないだろう。実際はこんなにも違うのに。

　まずは夫婦での会話、そこを克服したら次は外出。そうやって小さく段階を踏みながらやっていくしかない。

　仕事を今までどのようにこなしてきたのかは分からないが、彼は一領地を任された領主で、爵位もある身分なのだ。このままでいいはずがない。

「少しずつでいいですので、私ともお話する練習をしてみませんか？」

　そう提案すると、彼は『君が迷惑でないのであれば』と謙虚な言葉を書くので、思わず迷惑になど思うはずがないと少し食い付き気味に言う。またフリードリヒを怯えさせてしまったようで、グレースは慌てて取り繕った。

「と、とにかく、これから夫婦として二人三脚で頑張ってきましょう！　私も精一杯お手伝いいたしますので。どうぞよろしくお願いいたします」

　夫婦は一蓮托生だ。特に妻は夫を支えて立身出世を手助けしなければ。それが、クロエがこの家に望まれた理由でもあるのだろう。

　それに、顔は怖いしちょっと変わってはいるけれど、根は悪い人ではないのだと思う。むしろこちらを気遣う優しさを持つ、いい人なのではないだろうか。

　そんなことを考えていたら、彼がちらりと一瞬こちらを見てきた。目が合った途端に逸らされてしまったが、それでも……。

「…………よろしく」

　消え入りそうな小さな声で言葉を振り絞るフリードリヒは、とてもいじらしい。見た目はまったくそう見えないけれど。

「えっと……一応確認しますが……初夜も……このままでは無理ですよね？」

　こちらからこんなことを聞くのは恥ずかしいが、初夜は大事だ。本日なされないのであれば日を改めてとなるだろうし、寝室を共にするのだからこれからどうするのか確認しなければよくよく眠れないだろう。

「……すまない」

　申し訳なさそうにするフリードリヒに、大丈夫だと伝えた。

　今日のところはお互い広いベッドの端と端に寄り、背中を向け合って寝た。それでもやはりすぐには眠れなくて静かに寝がえりを打つと、少し先にフリードリヒが見える。

（……広い背中）

　ずっと思い描いていた家族に囲まれて幸せそうに笑う結婚式ではなかったけれど、夫は極度の人見知りで会話もまともにできないけれど、前途多難だけれど。

　それでもどこか胸の中に温かさを感じている。

　眠れないと思っていたが、その背中を見ていたら徐々に眠気が襲ってきた。

　久しぶりにゆっくりと眠れそうな予感がする。そんな夜だった。

















第三章












「旦那様ですか？　そうですねぇ……あまりお姿を見ないんですよねぇ。日がな一日中執務室に籠って仕事をされておりますから」

「私たちとも話しませんしね。見かけるとすぐ逃げてしまいますし」

「あ！　でも知らないうちにお菓子とか食べ物を置いていってくれます。仕事の労いの手紙と共に」

「この間、重くて運べないから後で誰かにお願いしようとしていた木箱を、いつの間にか運んでくださっていたこともあります」

「小人みたいだなぁって、私思っておりました」

「『ビュルシンクの悪魔』というより、『ビュルシンク邸の小人さん』よね」

　クロエの朝の支度を手伝いながら和気あいあいと話す使用人たちの言葉に、クロエは戸惑いしかなかった。

　フリードリヒはどんな人物なのかと聞いてみたが、出てくるのは意外な話ばかり。『小人さん』と密かに言われていて、思わず噴き出しそうになる。

「寡黙な方ですが、いい人であることには間違いないですよ。顔は怖いですけど。……旦那様、昨夜は優しくしてくださったのでしょう？」

　ニヨニヨと含みを持たせた笑みを向けられて、クロエは誤魔化すように曖昧に微笑んだ。初夜どころかまともに話もできなかったと、他人に閨の事情を話すのは躊躇われる。

「……もしかして何かありました？」

「え？　いいえ、そういうことではないの。だた、フリードリヒ様はどんな方か気になっただけよ。皆が言うように多くは語らない方だから」

　それどころかその声を聞いたのも数回だけだったが。

「よかったぁ。旦那様、顔が怖いですし、変な噂もあるでしょう？　そのせいでいくら縁談を申し込んでも断られてばっかりで。本当はいい人なのにって、皆やきもきしていたんです。だから、クロエ様を迎えられると聞いて大喜びしていたんですよ」

「あぁ、それで……」

　昨日の期待に満ちた顔だったのかと安堵した。逆に変に勘繰ってしまった自分が恥ずかしい。エミールとのことがあって変に疑心暗鬼になっていたのかもしれない。

「いろいろ教えてくれてありがとう」

「いえ！　何でもお聞きください。クロエ様はもうビュルシンク家の奥方様ですから。いつでもお力になります」

　ここの人間は皆優しい。クロエを疎まず受け入れてくれる。降り注ぐように与えてくれる優しさが、嬉しくて嬉しくて仕方がなかった。ずっとやさぐれて尖っていた心も、徐々に丸みを帯びていく。

　ここでしっかりと自分の役目を果たそう。そして、居場所をつくるのだ。

　クロエはやる気に満ち溢れた。

　今朝は目が覚めたらベッドの隣はもぬけの殻で、まだフリードリヒとは顔を合わせていない。きっと朝食は一緒に食べてくれるのではないかと期待を込めて食堂へと向かった。

「おはようございます」

　思った通りフリードリヒは食堂の椅子に座っていて、クロエの挨拶に頭を下げて返した。彼は普段前髪を下ろして目元を隠しているので、こちらを見ているのかも分からない。

　まずは第一歩。挨拶から始めるのが適切だろう。そう決めて、クロエはフリードリヒの隣に立った。

　彼は俯きながら肩を竦めている。緊張しているのが手に取るように分かって、わざと顔を見せないようにそっぽを向いてゆっくりとフリードリヒに言う。

「おはようございます、フリードリヒ様」

　息を呑む音が聞こえてきた。やはり挨拶でもなかなか難しいようだ。

「フリードリヒ様。ゆっくりでいいです。挨拶を口にすることからやってみませんか？　もしも挑戦する気持ちがあるなら、頷いていただけますか？　無理そうなら横に頭を振ってもらって構いません」

　手探りではあるが、最初から過激なことはしない方がいいのは分かる。フリードリヒが今できる範囲をまずは知らなければ。

　彼もその意図を汲み取ってくれたのか、頷いて承諾してくれた。クロエは彼の前向きな姿勢に嬉しくなって微笑む。

「それでは、仕切り直しましょう」

　また頷くフリードリヒに視線を戻し、彼の口元が見えるように少し腰をかがめた。

「おはようございます、フリードリヒ様」

「――――…………お……おは……おは、よう」

　耳を澄まさないと聞こえないほどの声だが、確実にその唇は動き言葉を紡いでいた。

「今日はいいお天気になりそうですね」

「…………あぁ」

　あまり期待していなかったが意外にも返ってきて、彼の意欲を感じられ嬉しくなる。出だしは好調だと、クロエは手ごたえを感じていた。

　それに昨夜も思ったが、耳を真っ赤にしているフリードリヒを見ていると、可愛らしく思えてきて仕方がない。可愛いとは程遠い見た目のはずなのだが、どうしてかそう思ってしまうのだ。

　頭を撫でて褒めてあげたいが、ここはグッとこらえた。






　それから数日間クロエのすることと言えば、ビュルシンク家の勉強と、この屋敷の暮らしに慣れるように努力すること、そしてフリードリヒを観察し、隙を見て話す練習をすることだった。何をするにしてもまずは彼を知らなければ始まらない。

　彼は朝食を終えると、すぐにノーランドと執務室に行って仕事をしているようだった。領主としての仕事に励んでいるようだが、いざ来客があるとすべてノーランドに対応させていた。

　何か確認事項があればノーランドがフリードリヒの元に行って答えを持って帰ってくる、そんな仲介役をしているようだ。

　町がちゃんと賑わっているのも、ノーランドがフリードリヒの苦手とする部分を補い協力してやっているからだろう。

　加えて、どうしても気になったので、フリードリヒの小人行動がどうやって行われていたのかも観察してみた。

　彼は日に二回、昼食前と昼のティータイムに屋敷内をこっそり回っているらしく、そのときに使用人たちの行動や様子を見て労いのプレゼントや手紙をこっそり置いているようだ。

　あの大きな身体を窮屈そうに物陰に隠し、彼らを盗み見ては素早く置いて去っていく。言葉にできないフリードリヒの感謝の表れだと思うと、何とも微笑ましい。クロエは尾行してその様子を見ているのが癖になりそうだった。

　そうこうしているうちに、クロエにも小人の贈り物がやってきた。ノーランドと一緒に来客者の相手をした後に部屋に戻ると、ピンク色のカーネーションと手紙が届いていた。手紙には感謝の気持ちが短い文でしたためられている。

　尾行していたときはフリードリヒの行動を面白おかしく見ていたが、いざ自分が貰ってみるとこんなにも胸に歓喜が溢れるとは。不器用さがクロエの心をくすぐる。

　なるほど、彼が使用人たちから慕われる所以はこういうところにあるのだと合点がいく。姿を見せず直接話さなくとも、細やかな気遣いが心に沁みるのだと。

　フリードリヒの優しさは、まるで羽根で剥き出しの心を撫でつけられるような、そんなもどかしさがあった。






「フリードリヒ様はおいくつですか？」

「………………二十八」

「私とは九つ違いですね。私は今年で十九になります。二十歳過ぎに見られることが多いんですけどね」

　良く言えば大人びている。でも、義母やエミールからは顔も性格も可愛げがないと言われてきた。過去のできごとから自虐を込めて笑うと、フリードリヒは紙に書いてこちらに見せてくる。

『君は落ち着いているし、言動も理性的だからそう見えるんだろう』

「私が理性的ですか？　まさか。私だって感情的になって人を叩いたりすることもあります」

『見えない』

　そうはっきりと書かれて、クロエは噴き出しそうになった。きっとエミールの頬を叩いたことを聞いたら、フリードリヒは驚くのだろうか。そのときどんな顔をするのか興味が湧いてくる。いつか彼のいろんな表情を引き出してみたい。

　フリードリヒの感情の機微をつかみ取るのはなかなか難しい。目元が見えないので口元で確認することが多いのだが、その他には照れると耳が赤くなるとか、困っているとうなじを掻く癖があるだとかそういった些細な仕草で判断できるようになってきた。

　話す言葉も徐々に増えてきて、一言で終わる挨拶程度ならば言葉にしてくれる。長い言葉で話すときは主に筆談だが、逃げずに付き合ってくれるのだ。

　二人の距離は確実に近づいてきている気がする。

　寝る前にはお互いに『おやすみなさい』と言い合って、同じベッドの端と端で寝る。けれども今は背中を向き合ってではなく、仰向けに変わった。ちらりと横に目を向けるだけで、寝ているフリードリヒの寝顔が見えるようになった。

　穏やかな生活がここにある。

　ときおり、何故かベアトリスから手紙が送られてくるが、開ける勇気が出なくてそれらは机の引き出しの中に溜まっていく一方だった。エミールとの婚約がどれだけ円滑に進んでいるのか、家の様子はどうだとかなど知りたくなかった。

　今はこの家でのことに集中したい。余計なことに心をかき乱されたくはなかった。

　クロエがフリードリヒに言葉を投げかければ、不器用ながらも返ってくるものがある。ゆっくりと向き合い、お互いを理解しようとする心が見える関係。

　きっとそれはクロエが誰かと築きたいと望んでいたものだと気が付いた。

　もっともっと、フリードリヒを知りたい。理解したい。不器用なこの人を支えるために、自分のできることを広げたいと貪欲になっていくのだ。

　その欲が膨れ上がり過ぎたのだろう。慎重を期すべき質問だと分かりながらも、どうしても聞きたいことがあった。

　フリードリヒがこんなにも人見知りになった、その理由だ。

　幼少期の話、家族の話。生い立ちを聞いてみたいのだが、彼は自分の過去の話になると途端に口を閉ざしてしまう。話したくないと拒絶しているのは明白だった。

　けれども、それが彼の人見知りの原因を究明する第一歩なのではないかとクロエは思っている。そこを紐解けばおのずと答えが見えてくるはずだと。

「フリードリヒ様は、どうして人と話すのが苦手なのか分析したことはありますか？」

　彼は紅茶を飲む手を止めて、動かなくなった。考え込んでいるのだろうかと、その様子をじぃっと窺う。

　今は執務中のティータイムで、執務室でフリードリヒと二人きり。ノーランドは気を遣って退室してくれていた。

　クロエはこのティータイムが大好きだ。

　就寝前にも話はするが、今の時間帯は昼間の日の光でフリードリヒの感情を読み取りやすい。だから、話すなら今だと決めていた。

「何かきっかけがあったとか、これが原因じゃないかとか心当たりはありますか？」

　カチャン、と少し乱雑にティーカップが置かれ、彼は首を横に振った。

「あの、今まで聞いたことはなかったのですが、ご両親はどのような方なのでしょう？　お父様は六年前にお亡くなりになられたとはお聞きしましたが、お母様は？　伯爵夫人のお話は……その、聞いたことがあまりないですので」

　社交界でもこの屋敷でも、フリードリヒの母親の話を聞いたことがない。

　ビュルシンク一族は実態が見えなかった。

　だからこそ過去が気になる。フリードリヒがどう生きてきたのか。どうしても聞きたくてクロエの心が逸るのだ。

　もしかすると、フリードリヒの口からその過去を聞いて、信頼されているという実感がほしかったのかもしれない。そんな独りよがりな欲が徐々に大きくなる。

「フリードリヒ様、よかったらお話してみませんか？　話をする練習にもなるかも」

　だが、そんなクロエの提案を彼は無言で拒絶する。

「でも、フリードリヒ様……」

「…………話したくない」

　彼にしては珍しいはっきりとした拒否の言葉。いつもはぼそぼそと小さい声だったのに、と戸惑ったが、クロエもクロエで意固地になってしまった。すべてを聞けなくても何か片鱗でもと食い下がる。

「なら、お父様のお話だけでも。フリードリヒ様はご両親のどちらに似て……」

　そのときだった。

　ドンっ、と苛立ちをぶつけるようにフリードリヒがテーブルを叩いたのは。

　クロエはビクリと身体を震わせ、目を見開いて固まる。一瞬にして縮こまった心臓が嫌な音を立てて高鳴って、それを落ち着かせるために胸に手を当てた。

　――怒らせた。

　初めてフリードリヒを怒らせてしまったかもしれないと動揺する。彼が怒った姿など想像もつかなくて、頭の中でずっと『どうしよう』という言葉だけが巡っていた。

　クロエがかける言葉を探していると、フリードリヒが椅子からゆっくりと立ち上がる。いつも以上にその身体から威圧を感じて、身体がガクガクと震えた。

　フリードリヒがこちらに手を伸ばし、思わず肩を竦める。けれどもその震える肩に彼はそっと手を置いてこちらを見下ろした。

「私の、……家族のことを、聞きたければ……ノーランドに。すまない……私の口からは……話したく、ない」

　前髪の隙間からチャコールの瞳が見える。あぁ、彼はこんな目をしていたのだと、初めて気が付いた。結婚式のときはよくよく見られなかったから、今気づいたのだ。

　フリードリヒは怒っていたのではない。

　悲しんでいたのだ。酷く優しい目でクロエを真っ直ぐに見下ろし、苦しいと訴えていた。

　フリードリヒは静かに部屋を出て行った。扉が閉まった音が聞こえて、一気に身体の力が抜けていく。

　傷つけた。フリードリヒを、自分が。

　そんなつもりはなかったといくら弁明しても、クロエが傷つけたのは消えようのない事実。

（――謝りにいかなきゃ）

　そうは思えども、身体が動かない。自分が愚かすぎて、情けなさが溢れて動けないのだ。

　……あぁ、また壊してしまったかもしれない。

　そう思うと恐ろしくて仕方なかった。

「クロエ様」

　しばらく呆然としていたが、いつのまにかノーランドが部屋に入ってきていて、新しい紅茶を淹れて差し出してくれた。

　彼を見上げると、そこには優しい笑みが。それを受け取る資格などないのに、クロエはホッとしていた。

「旦那様がクロエ様にお茶を持って行くようにと」

「そう……ありがとう」

　傷付けてしまったのにフリードリヒはクロエを気遣い、ノーランドを寄越してくれたのだ。泣きそうになったけれどグッと耐えた。きっと泣きたいのはフリードリヒの方だ。

「それと、一緒に頼まれました。自分ではきっと上手く話せないだろうから、クロエ様に両親のことを話してくれないかと。もうクロエ様はこの家の人間なのだからそれを知る権利があるし、旦那様自身も知っておいてほしいと思っているけれど、おそらく今は自分で話すのは難しい。そう紙に書いて私に伝えてくださいました」

「フリードリヒ様……」

　クロエは思い上がっていたのかもしれない。

　フリードリヒと一緒にいて話をしていく中で、彼という人をそれなりに分かったつもりでいたのだ。ただ知らないのは、過去だけなのだと。

　彼の過去を聞くことで妻として信頼を得られたのだと確認するような臆病者なのに、フリードリヒはもうクロエに家族として向き合ってくれていた。それにも気づかずに空回って、挙句の果てには彼に辛い思いをさせてしまうだなんて。

「……ごめんなさい、ノーランドさん。私、ご両親の話がそんなに辛いものだと知らず……いえ、途中で気付いたのに、それでもフリードリヒ様の口から知りたいとせがんでしまって……」

「その権利があるとフリードリヒ様も言っておられます。夫婦なのだから当然ですよ。互いのことを知りたいというのは、今信頼関係をつくろうとしているお二人には大事なことです」

「ありがとう」

　浅はかな自分を懺悔しても意味がない。謝罪の言葉もただ自分が楽になりたいから言っているだけだ。フリードリヒとノーランドの優しさに救われている。

　謝罪と感謝の言葉しか言えない自分が酷く情けない。頭を下げて、ひたすら自分を責めた。

「ならば、どうか聞いてください。あの方様の過去を。その上でまたお二人で乗り越えればよろしい。……私からもどうかお願いを。過去に囚われ続けているフリードリヒ様を、――お救いください」






「クロエ様は、『ビュルシンクの悪魔』を知っておられますか？」

「……はい」

　あまりいい言葉ではないので頷くのに気が引けたが、素直に答えた。ノーランドが微笑んで返す。

「あの噂の元は実は大旦那様です。遥か昔、結婚前でしょうか。参加した舞踏会で大層……何と言いますか、やらかしてしまいましてなぁ。それで、あのように噂をされ始めました。その後、隣国が国境を侵攻してきたときのお姿を見て、皆が恐れ戦いたのがさらに噂を加速させた形です」

　そして、ここ十数年は領地に引き篭もり社交界に顔を出さなかった前伯爵が六年前に亡くなり、跡を継いだフリードリヒが再び社交界に足を踏み入れた。ところが……

「あまりにもフリードリヒ様の顔が大旦那様にそっくりなものですから、皆間違えられまして。加えてあの口下手ですので、黙っている姿が怒りを溜めているように見えたようです。結果、やはりビュルシンクの悪魔の血は途絶えていなかったのだと、再び恐れられるようになりました」

　話を聞いていてあまりの不憫さに涙がそそられた。クロエもまたその噂に踊らされた一人だが、まさかそんな事情があったとは知る由もない。

「けれども、フリードリヒ様が社交界に来ておられていたなんて。一度もお見かけしたことがありませんでした」

「えぇ。初めて参加したのは四年前。その頃にはもう二十四でしたから、伴侶を探しに、そして社会勉強のためと参加したのですが、残念ながらフリードリヒ様の顔を見た女性が悲鳴を上げられまして。驚いて逃げ帰った次第です。それ以降はなかなか行きたがらず、結婚相手も見つからず。ようやく最近、屋敷の人間に急かされて渋々といった感じではありましたが足を向けるようになりました」

　それでもすぐに帰ってしまうのですけどね、とノーランドは苦笑する。

「周りにそのくらい強烈な印象を残した大旦那様ですが、一言で言ってしまえば噂通りの方でございます。粗野で傲慢、自分以外の誰にも信頼を寄せず他人に厳しい。それはフリードリヒ様に対してもそうです。……元々、あの方は大旦那様が外で産ませた子どもです」

　クロエは驚きの言葉に息を呑んだ。ノーランドも平静を装っているが、やはり話すのは辛いのか言葉が淀みはじめた。

「……いわゆる愛人でして。けれど、フリードリヒ様の母親も大旦那様に子どもができたとは言わずに雲隠れしておりました。彼の残忍さは知っていたのでしょう。取り上げられるのは明白。実際、十歳のときに見つかり、この屋敷に連れてこられました。本妻である奥様はそれに激怒し、大旦那様は口ごたえした奥様を屋敷から追い出しました。それからフリードリヒ様は大旦那様と二人で暮らし始めたのです」

　それはフリードリヒにとって辛い日々だったと、ノーランドは言う。

　肉体を鍛えるために昼夜構わずしごきあげられて、領主たる才覚を引き出すために知識を詰め込まれ、うまくできなければ躾とばかりに殴られ蹴られ、そして罰として部屋に閉じ込められた。

「フリードリヒ様はご存知の通り心のお優しい人ですから、大層大旦那様を怖がっていました。恐怖で委縮すればするほど上手くいかず、それを見た大旦那様が激高し折檻をして、またフリードリヒ様は身動きができなくなる、その悪循環の毎日でした」

　そのとき、屋敷の使用人たちは見て見ぬ振りしかできなかった。そう悔やむようにノーランドは言う。かくいう自分も進言はしたもののフリードリヒの父親の虐待ともいえる躾を止められなかったと。

　最初こそ明るくはきはきと話す子どもだったのに、日ごと顔が暗くなり口数も少なくなった。誰に会ってもビクビクと怯え、人目を避けるように歩いたという。

「屋敷に連れてきてから二年。大旦那様はフリードリヒ様に見切りをつけました。自分以上の能力をフリードリヒ様に求めておられましたが、あのような状況では実るはずもなく。ですがそれも分からずに勝手に失望したのです。……そして部屋に閉じ込めた」

「部屋に……ですか？」

「はい。ビュルシンク家の恥だと罵り、誰にも顔を見せないようにと部屋に軟禁したのです。使用人と話すことも禁じられました。食事だけ与えられ何もできない日々がずっと。それが十年ほど続いたのです。大旦那様が亡くなるまで」

「十年も、誰とも話すことなく？」

「ええ。話すと問答無用でクビになりましたし、必要以上に叱りも受けました。その十年でほとんどの使用人が辞め、私ともう一人のメイドだけが残っていました。ようやく部屋からフリードリヒ様を出せたときには、もう……」

　人を怖がり上手く話すことができなくなっていた。

　ノーランドたちもどうにかフリードリヒの恐怖を和らげようとしたが、最初の半年は部屋から出ることも拒んでいたようだ。ようやく出てこられても、目も合わせられない、話すこともままならない。

　それが今も、続いている。

　きっと、フリードリヒにとって父親の記憶は恐怖で満ちているのだろう。それをクロエが無神経にもほじくり返そうとした。どうりで自分の口から話したくないはずだ。怒って当然なのに、彼は悲しそうな目でこちらを見下ろしただけだった。

「私は、――馬鹿ですね」

　フリードリヒにどう償えばいいのだろう。彼の悲しみに濡れた瞳が頭からずっと離れない。

「馬鹿は私もです。結局大旦那様が亡くなってからしか手を差し伸べられない、臆病者でしたから」

　ノーランドもまた、自分の過去の過ちを悔やんでいる。

　後悔は、誰の胸の中にもあるものだ。きっとその後悔を元に、ノーランドは今フリードリヒのために側にいて彼の力になっているのだろう。実際、フリードリヒが仕事上でも生活上でもノーランドに頼っている場面は多い。

　クロエもフリードリヒの力になりたい。いつも誰かの支えになりたいと思っているのに、思いが過ぎてしまって誰かの重荷になる。また傷つけてしまうくらいならば、――またエミールのように拒絶されてしまうのであればこのまま距離を置いてしまった方がいいのかもしれない。

　その方が楽で、誰も傷つかないかもしれない。

　けれども。

「ノーランドさん、フリードリヒ様はどちらにいらっしゃいますか？」

　ただ怯えて何も聞かずに終わらせてしまうなど、二度とごめんだ。

　向き合いたい。もう一度。フリードリヒは当分クロエの顔を見たくないかもしれないけれど、それでもこれで終わるような絆ではいたくない。

　フリードリヒとは本当の夫婦になりたいと願うから。すぐにでも彼に会いたくて立ち上がった。






　ノーランドに教えてもらった場所は、屋敷の二階の廊下の奥、薄暗い小さな扉の部屋だった。

『フリードリヒ様の元のお部屋です。何かあると、よくそこに逃げるように籠られていますから』

　そう言われた場所だ。元の部屋ということは、十年間軟禁された場所なのだろう。

　フリードリヒにとっての安寧の場所。孤独を抱える部屋。けれども彼の世界が詰まっている部屋だ。

　何となく扉をノックするのを躊躇った。

　また無断でフリードリヒの世界へと踏み入るような気がして、気が引けたのだ。

　けれども、クロエは願っていた。いつかその世界を分かち合いたい。その願いを叶えるために、クロエはこの扉をノックしなければならなかった。このままなかったことにしたら、二度とその機会に恵まれないような気がする。

　ひとつ大きく深呼吸。

　何があっても自分を偽らず、正直なれと、怯えるなと言い聞かせた。

　――コンコン。

　惑う自分を振り切るように、思い切り扉を叩いた。

「フリードリヒ様、いらっしゃいますか？」

　そう問うと、少し経って小さくノックが返ってきた。無視されるかと思ったが、優しい彼はそんなことはしなかった。それに泣きそうになる。

「できればお顔を見て謝りたいのですが、無理ならばこのままで聞いていただけますか？　大丈夫ならばノックを一回してください」

　ノックは返ってきた。それにホッとして、少し扉に寄り掛かった。

「ありがとうございます、フリードリヒ様。ノーランドさんから聞きました。お父様のこと、幼少期のこと、ここで過ごした十年間。私が知りたかったことを。本当にありがとうございます。…………そしてすみません」

　想像がつかない。誰とも会わず話さず無為に過ごす時間。どれほど辛かったのか、どれほど孤独だったのか、心が蝕まれたのか。きっとクロエには一生理解できないだろう。

　この扉の向こうにどんな世界が広がっているのか分からない。

「私は……私は、本当に無神経で、自分の正しいと思ったことを先走って行動してしまう。それで家族にも元婚約者にも疎まれたというのに、いまだに学べずにこうやって貴方を傷つけてしまった。恥ずかしくて今にも消えてしまいたいです」

　自分の長所と思っていた真面目で厳しいところは、短所でもあった。それに気付いたのはエミールに疎まれ始めてからだ。何が嫌なのか、ベアトリスとは何が違うのかと考えたとき、この自分の性格が災いしたのだと気付いた。

　このままではダメだと思い、寛容な心と他人を尊重する気持ちを持とうと努力したが、どうしてもエミールの言動に小言を言ってしまう。ならば黙っていればと思い口を閉ざしたが、結局は婚約を破棄された。

「恥ずかしくてここに立つ資格はないと分かっているけれど、でも、私はフリードリヒ様と何も分かち合えないまま、自分の知りたいという欲求だけを満たして終わるなんてできません。もう遅いかもしれません。でも、できるなら今からでも……フリードリヒ様と……」

　今まで『淑女たれ』という家庭教師の教えの元、清廉潔白で淑やかな女性として努めてきた。感情を押し殺し、本音をひた隠しにして。

　でも、それではフリードリヒとは向き合えない。辛い過去を曝け出してくれたのに、自分だけ偽るなど不誠実だ。不誠実では夫婦の絆は作り得ない。

「――き、嫌われたくないんです。貴方に、どうしても……っ」

　そのとき、ガチャリと扉が不意に開いてクロエの身体が傾いた。倒れる、と思った瞬間に何か硬いものにぶつかって温もりを感じた。

　中にいたフリードリヒが扉を開けて、倒れ込んだクロエを抱き締めてくれたのだ。慌てて離れようとしたが、彼の太い腕が腰に回りギュッと力を籠める。

　どうしよう。クロエは思いもしなかった状況に緊張を高まらせた。ドキドキと心臓がうるさい。それはフリードリヒも同じで、彼の胸に当たった耳にドクンドクンと大きな鼓動が届いてきた。

　お互い緊張しているのだ。けれども、嫌な緊張ではなかった。

「…………嫌わない。私は……君を嫌ったり、しない」

　少し上ずった声でそう訴えてくるフリードリヒを見上げる。彼は目を逸らさなかった。あのときのように、真っ直ぐとこちらを見下ろしている。

　けれども、悲しい目はしていない。少し照れ臭そうに目を細め、口を真一文字に引き結んでいた。

　そして、ハッと気が付いたようにクロエから離れ、口を手で覆って視線を泳がせた後に部屋の奥へと向かって行った。耳が赤くなっていて、自分の行動に照れているのが分かった。

　部屋のチェストの抽斗から紙を取り出し、文字を書き始める。どんな言葉がくるのかと待ちながら、部屋中に視線を巡らせた。

　雑然としている。

　本やボードゲームが小さな部屋に置かれ、窓際には観葉植物があった。フリードリヒの大きな身体では身動きが取りづらそうなほどに物があり、これらで無聊を慰めていたのだろう。

　書き終えたフリードリヒがこちらへやってきて、紙を見せてきた。

『君を嫌ったりしない。過去を聞いたことで怒ったりもしていない。私が口下手なことで君を追い詰めて申し訳ない。君が懸命にやってくれていること、感謝している。その努力に対して何も返せない自分が情けない。ちゃんと口で伝えられない自分が情けない。それだけだ』

「情けなくなんてないです。フリードリヒ様は、一生懸命に自分を変えようと頑張っています。そんな姿を見て情けないと思うわけないじゃないですか」

　首を必死に横に振った。

「……私、の、昔の話で……軽蔑したり、しないか？」

「しません。むしろ、そのとき私が側にいたら、この部屋から連れ出してあげたかったです。前伯爵に腹を立てはすれど、貴方への思いは変わりはしません」

　この気持ちが愛情なのかそれとも親愛なのかは分からないけれど、嫌なものではない。それだけは確信して言える。

　フリードリヒはクロエの手を取って部屋の奥へと導いていった。真ん中に置かれているテーブルへと連れてこられ、椅子に座らされる。立ったままの彼は、また紙に書き始めた。

『君の厳しさは今の私には必要だ。君の優しさも。君がここに来てくれてから、自分が変わっていくのを実感している。いつか誇れる自分になれるような気がして、希望を見出し始めた。こんなこと初めてだ』

「本当ですか？　……ご迷惑になっていませんか？」

　心のどこかで怯えていた。フリードリヒに疎まれたらどうしよう。今回のことで彼がクロエを突き放したらどうしようかと。それでも、彼は……。

「君がいなくては……困ってしまう……」

　そんな嬉しい言葉をくれるのだ。

　クロエの目から堪らず涙が溢れ出す。

「……嬉しいです……嬉しい」

　フリードリヒがクロエの涙にオロオロとしている。まさか泣き出すとは思わなかったのだろう。

　クロエだってそうだ。今の今まで涙をずっと我慢してきたはずなのに、こんなにも簡単に涙腺が緩んでしまうだなんて思いもしなかった。どこか壊れてしまったようだ。

　とめどなく頬を濡らす涙は枯れる気配もなく、クロエは恥ずかしくなってハンカチを出そうとした。だが、その前にフリードリヒが紺色のハンカチを差し出してきた。

　見覚えのある光景だ。

　ふと、あの仮面舞踏会の日の光景が頭に浮かんで、おもむろに顔を上げた。

「君も、泣くのだな」

　一見失礼とも取れる言葉に驚きながら、クロエはハンカチを受け取る。

「私が泣いたら、変ですか？」

　涙を拭きながらそう問うと、フリードリヒはまたオロオロして『ち、違う……』と否定した。

「君は、あのとき、泣くのを……我慢していた」

　あのときと言われて首を捻った。はて、昔フリードリヒに会ったことがあっただろうか。こんな忘れたくても忘れられない顔の彼を、忘れるはずがない。

「夜会の日に……庭のベンチで、一人で」

「まさか、あの白い仮面をつけた……ハンカチを渡してくれた方……ですか？」

　恐る恐る聞くと、フリードリヒは間違いなく首を縦に振った。それに悲鳴を上げそうになった口を手で塞ぎ、思わず椅子から立ち上がる。

「あ、ああの、私にハンカチをくださったのが、フリードリヒ様?!」

　驚きのあまり椅子の後ろに隠れて距離を取った。まさか、あんな恥ずかしい場面を見られていたなんて信じられない。こんな偶然、あり得るだろうか。

　――いや、偶然ではないのかもしれない。

　あの義母がフリードリヒに縁談を持ち込んだ際に似顔絵も送っているはず。それを見て、あのとき婚約者に棄てられた可哀想な女だと気付き、拾ってくれたのではないだろうか。

　クロエを憐れんで。

「もしかして、私に結婚を申し込んだのは……同情ですか？　あのとき、落ち込んでいる私を哀れに思って……」

「違う。ただ、私が」

　そう言葉を区切って言い淀み、苦悩するように天を仰いだフリードリヒは、結局文字でクロエに伝えてきた。

『君に一目惚れしただけだ』

　耳どころか顔じゅう真っ赤にして。紙を持つ手をプルプルと震わせながら。

　一目惚れなど本当にあるのかと驚いた。

「私の中身を知って、よく幻滅しませんでしたね」

『さらに惚れた』

　この人は、どこまでベタ惚れしてくれているのだろう。聞いているこっちまでもが恥ずかしくなって身体中が熱くなった。

　けれど、フリードリヒはクロエの見てくれもこの難儀な性格も含めて好いてくれているのだと思うと、心が騒めいた。ジワジワと温かいものが広がって、フリードリヒに抱き着きたくなる。

　急に抱き着いたら困るだろうか。できれば、今は言葉や仕草以外で彼を感じていたい。

「フリードリヒ様、こちらに座っていただけますか？」

　クロエの横にあった椅子に、今度は彼を座らせる。何ごとかと首を捻ったフリードリヒの前にクロエは立つ。座っていてもさほど目線が変わらない上背の高い彼の顔が目の前にある。少し横に逸らされているが。

「目を見せていただけませんか？」

　クロエがそう希うと、彼はゆっくりと顔をこちらに向けてきた。顎を上げて好きにしろと差し出す。

　灰色の長い前髪に触れて左右に掻き分ける。さらりと手触りのいい髪の毛が心地よく、何度も撫でつけてしまう。まるで大型犬を可愛がっている気分だ。

　前髪を掻き上げて顔全体を露わにすると、いかめしく怖い相貌がそこに。けれどもチャコールの瞳は優しくて、そして愛おしかった。

「お願いをしても？」

　フリードリヒはコクリと頷く。

「できれば、このお顔を毎日見たいです」

「……怖くは」

「ありません。好きですよ、フリードリヒ様の目」

　目元を指の腹で撫でると、くすぐったそうに目を細めた。それを見ながら、クロエはむぅ……と唇をすぼめた。

　破廉恥なのは重々承知ではあるが、フリードリヒの額にキスをしたい。猛烈にこの顔に口づけを落としたくて仕方がないのだ。

　だって、彼が微笑むから。

　目を細めて眉を下げ、口角を上げて、そして真っ直ぐにこちらを見てくる。はにかむような笑顔を見せるから、この胸がきゅうきゅうと締め付けられて苦しいほどだ。それを解消するためにどうしてもキスをしたいのだが、それを淑女としてやっていいことなのか悩むところだ。

　初夜もまだだというのに。

「君が、好きだと言ってくれるのならば」

　それなのに、フリードリヒはまたこの衝動を刺激するようなことを言ってくる。

　クロエは自分に湧き出た初めての感情と戦いながら、いそいそと彼の前髪を下ろした。

















第四章












　長い、節くれだった太い指。頼りなさそうにこちらにゆっくりと向かってくる。クロエはその行く先を見守りながら、近づいてくる指先にドキドキしていた。

「……ここ」

　徐々に目的の場所から逸れていった手を、本来の目的の場所に導き伝える。フリードリヒが触れるべき場所はここなのだと。

　クロエの唇だと。

　彼の指が下唇にフニっと触れる。布で目隠しをしているフリードリヒは、感触だけで何に触れているか分かったのか、ごくりと息を呑んだ。そして確かめるように何度か指で押してくる。

　これは初夜の訓練だ。触れ合って最後まで完遂できるようにするための、小さなステップ。

　どうしてもクロエに見られていると意識してしまい逃げ腰になるので、目隠しをしたままフリードリヒがクロエに触る練習をしているのだ。

　最初は手を握るところからだった。その次は抱き締め合う。今日はキスの練習だ。

　フリードリヒが顔を真っ赤にして触れることに躊躇い、なかなか進展しなかったがようやくここまで漕ぎ着けた。

　彼はよく頑張っている。最初の夜に飛び退いてシーツに隠れたことを考えれば大きな進展だ。

　触る箇所を増やして、いずれは目隠しを外せるようになれば畳重。そして素肌と素肌で抱き合い、この身体もフリードリヒのものになれたのなら。

　そう考えると、彼が見えないのをいいことに、毎度クロエも赤面してしまうのだ。

「……ここに……キスを、して」

　あぁ、何てはしたない。

　本来なら男性に任せて女性からあまりは積極性を持たない方がいいはずなのに、クロエは喜んでいた。

　ようやく胸に秘めていた欲を解放し、自らの願いを口にしたのだ。訓練のためではなく、クロエの心がそう願う。

　フリードリヒはコクリと頷き、唇に触れている己の手を頼りに顔を近づけてきた。クロエの頭上に影が落ち、彼の顔が目の前まで迫ってくる。

　最初に辿り着いたのは口の端。やはり視界が遮られているために、的がしっかりと絞れないのだろう。そこから感触を辿るようにしてもう一度唇を落とす。

「……んっ」

　今度こそ、二人の唇が重なり合った。

　重なり合う部分からぬくもりが伝わってきて、クロエの心が一気に舞い上がる。

　ブワっと奔流のように胸の奥から歓喜が溢れ出て、全身に回っていく。特に頭の中が痺れるくらいの幸せを感じていた。

　ゆっくりと唇は離れていき、フリードリヒは頬を染めたまま俯く。恥ずかしいのはお互い様だ。

　彼は目隠しを外して、クロエから視線を外しながら言う。

「…………今度は、目隠しなしで、君にキスをしたい」

「はい。ぜひ」

　二人の距離は確実に近づいていっていた。






　だが、フリードリヒはクロエとの距離だけを縮めていっているわけではない。クロエが言わなくとも、積極的に他の人と関わろうと努力していた。

「そう言えば、最近小人さんが現れませんね」

　朝の支度を使用人たちが手伝ってくれていたときだ。クロエの髪を結い上げていた使用人が思い出したかのように言ってきた。それに髪飾りを選んでいた使用人が賛同する。

「そうですねぇ。旦那様、今は直接私たちにお声がけくださるようになりましたし」

「これも奥様のおかげですね！　旦那様、お顔も明るくなりましたもの」

　まるでクロエの手柄のように言われて、思わず照れ笑いをした。

「フリードリヒ様が努力した結果よ。私は手助けしただけ。彼がやる気になってくれなきゃ、ここまでこられなかったもの」

　謙遜でも何でもなく、心の底からそう思う。クロエに嫌気をささずに頑張ってくれていたから今のフリードリヒがいるのだ。

　隠れてそっとお菓子や手紙を置く控えめな小人はもういない。仕事をしている使用人に声をかけ、直接労いの言葉をかけるようになったのだ。ちょっとしたお菓子も忘れない。

　食事の時間も食堂にはノーランドしか入れなかったが、他の使用人も立ち入るようになり顔を合わせる機会が増えてきた。少しずつだがいろんな人とコミュニケーションを積極的に取っている。

　あの長かった前髪も切り、人前で素顔を晒すようにもなった。

　喜ばしいことだ。本来ならば諸手を挙げて喜んでもいいくらいだ。

　それなのに、どうしても釈然としない感情が沸き上がる。クロエもフリードリヒがこうなることを願っていたはずなのに、彼が社交的になればなるほどモヤモヤしてしまうのだ。

「アンリ、このパンはとても美味しかった。もうひとつくれないか」

「はい、旦那様」

　何がどうしてこんな気分にさせるのか。とんと心当たりのないクロエは、フリードリヒと使用人のアンリの会話を聞きながらまた仄暗い気持ちになってしまい、顔に翳を落とした。

「君もひとつどうだろう」

　落ち込むクロエに、フリードリヒがパンを勧めてくれる。

　それでようやく気付いた。自分の中でいったい何が引っかかっていたのか。

　気付いたら気付いたで、そんな些細なことでこんなにも心を乱していたのかと恥ずかしくて仕方がなかった。こんな子どもじみた思いを持つなんて、自分が信じられない。

「……い、いえ、私はもうお腹がいっぱいですので」

　この場に留まるのもいたたまれずに、食事もそこそこにその場を辞した。自覚したらフリードリヒと向かい合って座ってはいられなかった。できれば一人でゆっくりと気持ちを落ち着かせ、冷静に考えたい。

　そう思って自室に赴きカウチの上に腰を下ろす。クッションに倒れ込むように横たわり頭を埋めると、胸の中に詰まっていた空気を一気に吐き出した。

　ビュルシンクに来てそろそろ半年。この部屋はブラウエル家の自室よりも馴染みのあるものになった。過ごしていて心が落ち着くのだ。それだけこの屋敷が心地よく、そしてクロエが心地よく過ごせるようにと周りの皆が心を砕いてくれているのが分かる。

　だからこそ、あんな気持ちを持ちたくなかった。あまりにも場違い過ぎて恥ずかしい。

　あれではまるで……。

「――入っても大丈夫か？」

　部屋の扉がノックされて、フリードリヒの問いかける声が聞こえてきた。それに慌てて起き上がって大丈夫だと告げると、クロエが開けに行く前に扉が開けられた。

　横になっていたために乱れてしまった髪の毛を、手で直している場面をばっちり見られてしまう。みっともない姿を晒してしまったと謝ろうと思ったが、その前にフリードリヒの顔色がサッと変わったのが分かった。

　彼は足早にクロエの元へとやってきて傅き、心配そうにこちらを見る。

「具合が悪いのか？」

　眉尻を下げ動揺した様子のフリードリヒは、クロエの様子からカウチに横たわっていたのを察して身を案じてくれているようだ。ましてや、食事の席もさっさと切り上げてしまった。この部屋に訪れたのも、そんなクロエを心配したからだろう。

「く、薬……いや！　横になって、や、休んだ方がっ」

「いえ。具合が悪いわけでなく、ただ少し疲れてしまって……」

　そうは言えどもまだクロエの体調が気にかかるらしく、納得していない顔をする。休んでいた方がいいと、言葉にしなくても表情が語っていた。

（表情も豊かになられたわ）

　先ほどから、フリードリヒの変化の一つ一つに敏感になっている。これもクロエの中に芽生えた身勝手な感情がそうさせるのだろう。申し訳なくて、そっと彼から目を逸らした。

「何か気に病むことでも？」

　クロエがフリードリヒの言動の機微を読めるようになったように、彼もまたこちらの感情の機微を察するようになった。むしろクロエよりも敏く、誤魔化しもきかない。

「私には話せないことだろうか」

　だが、彼はこういうとき無理矢理聞き出そうとはしない。いじらしく、そして控えめにこう言ってくるのだ。自分は頼りにならない男なのだろうかと再確認するように。

　それはフリードリヒの根底にこびりつく自信のなさからくる言葉なのだろう。それを分かっているから、無下にはできなかった。

　結局クロエが折れて話してしまう。

　フリードリヒはどんな真実であろうと、隠されるよりはマシだと思う人だ。クロエも同じタイプの人間だから分かる。

　けれども、もしも正直に打ち明けたら、彼が幻滅しないかという不安もあった。そんな子供じみた女だと思わなかったと嫌われたりしないか。そんな不安に苛まれながら、クロエは口を開いた。

「な、名前を」

「名前？」

「はい。その……フリードリヒ様は、どうして私の名前を呼んでくださらないのかと……」

　身体中にあるすべての勇気を振り絞って告げたのに、彼はピンとこないらしく首を傾げた。もう少し具体的に伝える必要があるらしい。羞恥に震えながら、さらに続けた。

「ノーランドさんや使用人の方々に話しかけるとき、必ず名前を呼んでいらっしゃいます。けれど、私のことはずっと『君』と……『クロエ』とは一度も……」

　呼んでくれたことがない。先ほどそれに気付いたとき、自分の中の釈然としない気持ちの正体が分かった。そして名前ごときで拗ねてしまっていた自分が情けなくてフリードリヒから逃げたのだ。

「フリードリヒ様が他の人の名前を呼んで話しかけているのは、練習の一環なのですよね。名前を呼ぶことで相手と向き合って話しているという意識づけをするための」

　彼の昔使っていた部屋に積まれた本から見つけ出した会話法のひとつだ。それはクロエが紹介したものだと記憶している。

　ならば、クロエの名前も呼んでもいいはずなのに、いつまで経っても『君』のままだ。

　クロエがその方法を見つけたのに。クロエが一緒に練習し始めたのに、一番絆を深めたはずなのに、――夫婦なのに。他の人に負けたような気がして悔しい。

「私も、フリードリヒ様に『クロエ』と呼んでほしいです」

　名前なんてただの記号のようなものだと思っていたのに、こんな特別な意味を持つとは思わなかった。フリードリヒに呼ばれるのは特別に感じる。

　だから、名前を呼ばれたアンリに嫉妬し、不貞腐れたのだ。子どものように。

　口に出してしまえば心がすっきりした。けれどもそれと同時に何て馬鹿なことを言ってしまったのだろうと羞恥と後悔が襲ってきて、堪らず身体を震わせた。

「あ、あ、あの……すみませ……こんな子どもじみたことを言って……しまって……」

　彼も『あっ』という顔をして、うなじを掻く。困っているときの癖だ。つまりクロエは今、フリードリヒを困らせている。

「――分かった。が、少し待ってほしい……」

　けれども、彼は掠れているが優しい声でクロエにそう言った。ちらりとそちらを見やると、全身を赤く染め上げて身体から湯気が出てきそうなほどに上気している彼がいた。

　顔が真っ赤なのはお互いさまで、クロエが言えた義理ではないのだがまさかフリードリヒがこんなに照れるとは意外だ。

「恥ずかしいのですか？」

「……意識をすると、だいぶ」

『クロエ』の三文字は、フリードリヒにはハードルが高いらしい。それだけ意識してくれているのか、それとも指摘されて恥ずかしいのか。どちらとも取れるが、とりあえず呼んでくれる気はあるらしい。

　早く呼んでほしい。

　内に燻る身勝手を乗せて、クロエはフリードリヒの耳元に口を寄せて囁いた。

「呼ばれる日を心待ちにしております、フリードリヒ様」

　ビクリと全身を震わせたと思ったら、もう一段階全身の赤味が増す。血が上り過ぎて倒れてしまうのではないかとハラハラしたが、それを堪えつつ彼は大真面目な顔をしてクロエに詰め寄った。顔に力が入っていて少し怖い。

「……い、いけない、こういう、ことは、その、……わ、私には刺激がつよ……つよすぎるっ。ただでさえ毎晩君を傷つけないようにと、我慢しているというのに……！」

「我慢？」

　傷つけないようにと言われても、毎回目隠しをした状態だし、しかも触れると言っても指先で少し、あとは稚拙な口づけ、そのくらいだ。それでは傷つきようがないというのに何を心配しているのだろう。

「私は、身体が大きい。君は小さい。力の加減を間違えれば潰してしまう」

「そんな。私はそう簡単には潰れませんよ」

「け、けど、こう……君に触れていると、頭に熱が溜まって訳が分からなくなってしまって、思うがままに……自分勝手に触れてしまいそうになって……私は……私は……」

　少し混乱しているのか、全身をガタガタと震えさせながら手を所作なさげに動かしている。何やら彼には彼なりの苦悩や葛藤があるようだ。

「心配し過ぎですよ。少し強く触られても私は潰れたりしません」

「だが、痛みは感じるはずだ。私のように身体も大きく、力の強い者に力を籠められれば相当痛い。……私は父に掴み上げられたとき、いつも痛かった。私の身体は父と同じくらいだ。君にあんな痛みを感じてほしくない」

　しょぼんと肩を落とす彼が、自分の身体が大きいことを気に病んでいる彼が、酷く小さく見えた。どこか頼りない、辛さを押し殺した顔だ。

　フリードリヒの口から父親の話を聞くのは初めてだ。しかも痛みの記憶。本当なら口に出すのも辛いはずなのに、彼は少しずつ話し始めた。それだけクロエに信頼を置いてくれているのか、それとも過去を過去として昇華し始めた証なのか。

　怖がっている。容姿が似ているからこその恐怖。

　――いつか自分も父親のようになってしまうのではないかと。

「触れてください。触れてほしいです。痛みを知っている貴方だから、大丈夫。フリードリヒ様はお優しい。私もそれを知っています」

　フリードリヒの手を取って、自分の頬に当てる。大丈夫だから触れてほしい。こんなことで痛みなど感じていないのだと伝えるように。

「待て、まだ、目隠しを」

「このままで」

「だが……」

「お嫌ですか？」

　躊躇いがちに彼は首を横に振った。

「好きに触れても？」

　今度はクロエが無言で首を縦に振った。

　彼の火傷しそうなほどに熱い手が、頬を撫でる。ゆっくりとその感触を確かめるように、何度も何度も。その間、フリードリヒのチャコールの瞳は真剣で、まだ警戒しているようだ。

　そのうち我慢しきれなくなったのか、顎のラインに沿って指先が下りてくる。ツツツ……となぞるその動きにソワソワとしたものを感じながら、クロエは肩を竦めた。首筋など特にくすぐったい。

　フリードリヒがはぁ……と熱い吐息を吐く。彼の言っていた『頭に熱が上っている』状態になっているのかもしれない。少し苦しそうに眉根を寄せた。

「キスが、したい。……まだ夜ではないが、いいだろうか」

　こういう触れ合いは夜だけだった。キスもついこの間初めてできたばかりだ。それもあって遠慮があってどうしても確かめてしまうのだろう。

「昼でも夜でも、いつでも。思うがままに」

「いつでも？」

「はい。触れて、――私にキスを」

「――クロエ」

　不意に名前を呼ばれて、ブワっと気持ちが盛り上がる。フリードリヒの言う感覚はこれなのだと分かった。ただ触れてほしくてどうしようもなくなり、この熱をどうにかしてほしくて前後不覚になる。

　目隠しをしていないフリードリヒが指で唇に触れ、息を呑む。その姿は先日も見たが、目隠しの布の下にそんな目を隠しているとは思わなかった。情欲を孕んで、熱くこちらを見つめてきている。

　あぁ、彼はいつも自分をこんな目で見てきているのだ。それに気付いたら、一気に感情が過熱した。

　二人の唇が重なり合って、そっと離れる。けれどもそれだけじゃ全然足りなくて、すぐにまた重なった。彼の唇が少し開いていて、クロエもそれに倣うと繋がりが深くなる。

「……ふぅ……ンん」

　唇から熱を吹き込まれ、それが腰に下りてきて甘く疼いた。

　彼の舌がクロエの歯を撫で上げてくる。大きくて分厚い舌が唇や歯を蹂躙し、まるで獣に襲われているような錯覚を覚える。

　可愛い獣だ。クロエの、クロエだけの可愛い獣。

　だから、もっと奥に引き入れたくて、そっと歯の間に隙間をつくった。フリードリヒは歯先を舌で舐め、遠慮がちではあるがじりじりと中に侵入してくる。

　チラリとこちらの顔を盗み見て表情を確認しては大丈夫そうなら先へ、また大丈夫そうならさらに先へ。クロエが苦悶の表情を見せない限り、フリードリヒの思うがままに動いた。

　辛い表情を浮かべるわけがない。だって、こんなにも気持ちがいい。頭も腰も蕩けそうで、身体中の力が抜けていく。もっととせがむことはあれども、やめてほしいとは微塵も思わない。

　だから、あらかた口の中を愛撫されたあとに口づけをやめて離れていってしまうフリードリヒの唇を、無意識に追ってしまう。名残惜しくて仕方ないとばかりに、少し顔を彼に寄せて。けれども、はしたないと気が付いて慌てて引き戻した。

「大丈夫だったか？」

「はい」

　クロエの太腿の上に置かれた両の手を取り目の前に持ってきたフリードリヒは、躊躇いがちに口を開く。

「今夜は、もっと先に進んでも問題ないだろうか」

「目隠しなしで、ですか？」

「目隠しなしで、……できるところまで」

　今日は目標を決めずにできるところまでやってみるということは、もしかすると最後までするかもしれないということだ。念願の初夜を最後まで迎えられる。

　クロエの中に、それを拒絶する理由はなかった。

　早く名実ともにフリードリヒの妻になりたい。深く繋がってもっと彼との絆を確固としたものにしたかった。

「……では、今夜」

「今夜」

　二人でフフフと微笑み合って、ギュッと手を握り合う。お互い顔が真っ赤だし汗もたくさん掻いていて格好がつかないが、それが自分たちらしい。






　その日は、一日中二人ともソワソワしていて、どこか浮足立っていた。

　フリードリヒはいつもより口数が少なくなって顔が怖くなっているし、クロエも気がそぞろで躓いたりドアに頭をぶつけたりしている。

　明らかに様子がおかしい二人を見て、使用人たちは心配してくれていたが、まさか今夜もっと先に進むと二人で決めたので緊張しているのだなんて言えるはずもない。ただ、大丈夫と誤魔化すしかなかった。

　食事も咽喉を通らなかったが、フリードリヒは何も言わなかった。彼もまた同様に緊張して食が細くなっていたからだ。食後に話すこともなくお互いに部屋に戻っていった。

　毎夜、寝室に行く前に使用人たちは今夜こそはと気合を入れて磨き上げてくれるが、いつもそれを無駄にしてしまうのが心苦しかった。しかし今日は違う。

　もちろんフリードリヒに肌を見せることに羞恥心もあるし不安もあるが、いつか気にならなくなるのだろう。

　これは二人の愛を交わし合う行為なのだ。

（……でも、私、フリードリヒ様に自分の気持ちを伝えていない）

　今さらながらに、重大な事実に気が付いた。

　クロエはフリードリヒが好きだ。一緒にいてこんなに心が落ち着く人は他にいないし、逆にこの心をこんなにもかき乱す人も彼だけ。何より隣にいるだけで幸せを感じるのだ。

　それをちゃんと口に出して伝えていないなんて、何たる失態。彼に散々口に出して気持ちを伝えてほしいとお願いしていたくせに、肝心の自分ができていないなんて。

　それに気が付いたら居ても立ってもいられなかった。今すぐにでもフリードリヒに会ってこの気持ちを伝えなければ。できるなら、初夜の前に。

　準備ができるとすぐに部屋を出て寝室に向かった。本当は昂っている気持ちを静めるために時間を置いてから向かおうと思ったが、それどころではない。自然と足も早まった。

「そ、そこに待っていたのか」

　寝室の扉の前の廊下で佇むクロエを見つけたフリードリヒは、驚いた様子で声をかけてきた。まさか初夜の直前に廊下で、ガウンを上に羽織っているとはいえ夜着のままで立って待っている妻を目にするとは思わなかっただろう。

　けれども、どうしてもこの部屋に入る前に言いたかった。いや、言わなければならないだろう。多分、寝室に入ってしまったら、その雰囲気に呑み込まれて何も言えなくなる気がする。

　勇気を振り絞るのであれば、この場所だ。

「あの、フリードリヒ様、私、お、お伝えすることが、ありまして」

　言葉が上手く出てこない。想いが大きすぎて咽喉に詰まってしまっているようだ。ちゃんと伝えなくちゃと焦れば焦るほどに言葉が出てこなかった。

　固まったまま何も言えずにその場に立ち尽くす。そんなクロエに近寄ったフリードリヒは、震えるこの手の指先をそっと握ってきてくれた。

「どうした？」

　問いかける声が優しくて泣きそうになる。

　ついこの間までは逆の立場だったのに、今では彼の方から歩み寄ってクロエの言葉を待ってくれる。

　一方通行ではない、双方の思いやり。支え合い互いに想い合うとはこういうことなのだと改めて実感していた。

　クロエをありのままのクロエとして愛してくれているフリードリヒを愛している。そう思ったら、言葉は思いのほかするりと出てきた。

「――――愛しております。フリードリヒ様、貴方を心の底から」

　涙が溢れて目の前の視界が歪む。けれども、フリードリヒが眉を上げて驚いているのが分かった。その次に、微笑んだことも。

「どうしても寝室に入る前にこの想いを伝えたかったんです。私もちゃんと自分の気持ちを貴方に知ってもらいたかったから。……繋がるなら、身体だけじゃなくて心も繋がってから……ひゃっ！」

　突然、フリードリヒが抱き着いてきたので驚いて声を上げてしまった。彼の腕の中にすっぽりと収まってしまったクロエは、ドキドキしながらその抱擁を受け入れる。
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「――クロエ、クロエ」

　熱すぎて蕩けてしまいそう。抱擁も声も情熱的で、彼のすべてがクロエをぐずぐずに溶かして、捕らえて離さない。クロエもまた、離さないでほしいと背中に手を回した。

　心がずっと乾いてカラカラと音を立てていた。でも今はその音が聞こえてこない。フリードリヒの優しさと愛情に満たされて、乾く暇さえないのだ。

　――あぁ、ここが私の居場所だ。

　そう強く実感する。

　悪意に巻き込まれて飛ばされないように、地に足をつけ踏ん張る必要もない。ここは穏やかで優しさで溢れていて、何よりフリードリヒが隣で支えてくれるのだ。

　抱き上げられて寝室の扉を開かれる。そのままベッドまで運ばれていくと、まるで壊れ物のように優しくその上に降ろされた。

　今宵は満月で、ランプをつけなくても月明かりだけでフリードリヒの顔が見える。最初は怖いと思っていたのに、今ではちっとも思わない。彼自身も、ずっと人前に出るときに肩に力を入れていたので顔が強張っていたが、最近では和らいできた。本来の彼の優しい気質が相貌にも滲み出てきたのかもしれない。

　そんな彼の顔が近づいてくる。目を細めて愛おしそうに。唇に熱を落とされて、クロエはフリードリヒの太い首に手を回した。

　チュッ、チュッ、と啄むようにキスを落とされ、身体が火照ってくる。歓喜が湧き出て心も満たされていくのが分かる。

「自分を抑えるのが大変だ……」

　フリードリヒは、むぅ……と呻って眉根を顰めた。鼻息も荒くなっているし、興奮を抑えているせいか肩で息をしている。

　我慢をする必要はないと言っているのに、どこまでも紳士的な人だ。

　けれども、少しずつ欲が侵食してきているのだろう。夜着に手をかけて、丁寧に脱がせ始めた。肩紐を擦り下ろして胸下まで引き下げる。クロエの胸がまろび出て、恥ずかしさで顔を逸らした。

「…………うぅっ」

　しかし、フリードリヒが苦しそうに唸るものだから、驚いてそちらを向き直る。すると、彼は顔を手で覆い何やら苦悩しているようだった。

「ど、どうなさいました？」

　様子のおかしさに気付いて聞くと、彼は深い溜息を吐いた。

「…………わ、私には、刺激が強い」

「え？」

「いや、少し鼻血が……いやいや、大丈夫だ」

　首をブンブンと振りながら独り言を言っているようだが、声が小さ過ぎてよく聞こえない。とりあえず、『大丈夫だ』と言って再度気を取り直したようなので、これ以上の追及は避けた。何かしらの葛藤があるのだろう。

　ならば……と、今度はこちらから動いた。

「触れますか？　あの、もしよろしかったら……私から触る、とか」

「いや！　大丈夫だ！　少し血が上り過ぎたようだが、問題ない。私はできる」

「そうですか……」

　汗をダラダラ掻いている姿を見るとそうは思えないのだが、フリードリヒが『できる』と言うのであればその気持ちを尊重してあげたい。

　だから、待った。彼が触ってくれるまで。今までと同じように互いのペースに合わせるように。

　時間がかかることを覚悟していたが、思った以上に早くそのときが訪れてクロエは驚く。

　フリードリヒの手が鎖骨に触れ、確かめるように窪みをなぞった。胸元を手のひらで撫で、とうとう乳房に。あの大きな手で包まれて柔肉に指が沈んだ。

「……ふぅ……っ」

　指が胸の頂を掠め、思わず声を出してしまう。すると、彼はこちらの様子を窺うように覗き込んでいたので、微笑み首を横に振った。

　それに安心したフリードリヒは手を再び動かし始める。先ほどよりも大胆に、その膨らみの柔らかさを堪能するように。その動きにクロエもムズムズとしたものを感じて、徐々に息を荒げていった。

「……ンぁ……はぁ……んンっ……」

　少し力が強いがそれでも気持ちよさを感じてしまう。あられもない声が出て恥ずかしい。けれども口を塞ぐとフリードリヒが気にしてしまうだろう。声が出てしまうのは気持ちのいい証拠なのだから、少しくらい出ても問題ないだろう。物凄く恥ずかしいが。

「すまない。私はこういうのはよく分からない。気持ちいいだろうか？」

「……っ……は、はい」

「それはよかった。ノーランドからもらった本で勉強はしたんだが、自信がなくてな。手探りだが、得た知識を実践してみていいだろうか」

「もちろんですっ…………あっ……そこ、あ……ひぁんっ！」

　ぬるりとした感触が襲ってきて、クロエは腰を浮かせて小さく悲鳴を上げた。フリードリヒが胸の頂を口に含んで舌で舐め始めたのだ。

　先ほどまでの指が少し掠れた程度のものではなく、直接的な刺激の強い愛撫。新たな快楽にクロエは翻弄される。

「……あぁっ……ひンっ……ンぁ……あぁっ……そんな……あぁっ！」

　舌でぷっくりと膨らんだ頂を舐めては転がし、ざらざらとした舌の感触を刷り込むようにねっとりと愛でてくる。乳輪もたっぷりと舐られて、そんなところまで感じるとは知らかったクロエは、驚いて側にあった枕に縋りついた。

「ここを舐めるときは、豆粒大のキャンディを口の中で転がし、舌で弄ぶ感じにするといいと書いてあった」

　どうやら本の内容を忠実に実践しているようだ。右の胸を可愛がった後は左の胸も忘れずに丹念に可愛がってくれた。途中、頂を歯で押し潰すようにして甘噛みしてきたり、ジンジンと痛んだそこを癒すようにしつこく舐めてきたりなど、本から得た知識は思った以上に多いらしい。

　フリードリヒが何か新しい動きをするたびに、背中から腰にかけてゾワゾワとしたものが走っていく。ビクビクと身体も跳ね上がるし、熱く火照っていって自分のものではないみたいだ。何やら肌という肌が敏感になって、フリードリヒの愛撫を拾おうとしている。

　次にフリードリヒに狙われたのは臍だった。

「ここも性感帯のひとつだと」

　そう一言呟いた後に、お腹の周りに吸い付きはじめた。吸い付いてはその痕を舐め、そしてまた吸い付く。くすぐったいような気持ちいいような変な感覚だ。それに子宮の上でそれをされると、よりいっそう疼きが酷くなった。

　臍の中に舌を入れられ舐められると、直接子宮に刺激が下りてくる。きゅんきゅんと切なく啼くのだ。そのたびに、股の間から蜜がとろりと滴る。

　本当に彼の言う通り、臍も性感帯だった。フリードリヒによって、クロエが知り得ない自分の身体の秘密を暴かれていくようだ。

「……はぁっあぁンっ！　……ふっ……あっ……あっ……」

　ただあるだけのその器官が、舌で舐められたり唇で吸われたりするだけでこんなに感じるだなんて思いもしなかった。これらすべてフリードリヒは本から知識を得たというのだろうか。知識を得ただけでは、すぐに上手くできるとは限らないのに。

　クロエは知識を自分のものにするまでに時間がかかる方だったが、フリードリヒは案外器用なタイプらしい。しかも生真面目さがよく作用していた。今もこちらの表情をよく見ながら学んでいるようだ。

　彼の視線が熱い。臍にキスを落としながらこちらを見やるその顔から色気が溢れていて、クロエの官能を駆り立てる。

　腰のあたりに中途半端に留まっていた夜着を足から引き抜き、下着も脱がせたフリードリヒは、クロエの足を優しく割り開いた。もうしとどに濡れそぼっているそこを見られるのは恥ずかしい。

「……うむ。濡れているな」

　それなのに状況を確認するように彼が口にするものだから、居た堪れなくなってとうとう顔を枕に埋めて顔を隠す。本人は大真面目なのだろうが、言葉で責められているように思えてしまう。

「だ、大丈夫か？」

「大丈夫です。少し恥ずかしくなってしまって……。あの、痛かったりしたら、ちゃんと言いますのでどうかこのままで」

「そうか」

　声が少し寂しそうだ。だが、クロエの意思を尊重して、フリードリヒはそのまま進めてくれた。秘所に指が触れてくる。

　秘裂をなぞり、馴染ませるように上から下へと往復してくる。甘く小さな疼きが生まれて、割れ目から蜜がとろりと滴ってきた。指を動かすたびに水音が聞こえてくる。

「……はぁ……あっ……あぁ……ンっ……ンんっ……」

　くちゅ、くちゅ、という卑猥な音は、枕で視界を遮断しているクロエの耳によく響いた。それがまた羞恥を煽り、吐き出す息を熱くさせる。

　フリードリヒは指で秘裂を割り開き、確かめるように媚肉を撫でてくる。もう熟れてしまっているそこに、そのわずかな刺激であっても先ほどより強くて明確な快感が走った。

「……あぁ……あっ……ンぁ……あっ！　あぁっ！　そこっ！　あ……あぁっ！」

　だが、彼はさらに快楽を得られる場所を知っていたようで、そちらを指でくすぐってきた。秘裂の上の部分にある小さな肉芽はどこを触られるよりも気持ちよくて、逆に感じ過ぎて辛いくらいだ。指の腹で擦られるとよがって腰が浮いてしまう。

「ここが快楽を得やすいと書いてあったが、どうだろう？」

（どうだろう？　……って！　見て察してください！）

　もう答える余裕もなく、心の中で彼に訴える。

　腰はビクビクと震えるし、下腹部は熱が溜まってきゅんきゅんと切なくなっている。きっと枕で隠していなければだらしない顔を晒していただろう。こんな状態で醜態を見せるなという方が難しく、自制も効かない。そのくらいに気持ちよくなっている。

　その意味も込めて、クロエは必死に首を縦に振った。

「そうか！　よかった。では次に進もう」

　声が弾んでいる。クロエが感じていることが分かって喜んでいるのだと思うと、可愛らしく思えてしまうのだ。そのおかげだろうか、どれだけ恥ずかしくてもフリードリヒが懸命に気持ちよくしようとしているのだからと、耐えることができた。たとえ、気持ちよすぎて泣きそうになっても。

　だが、彼が言ったようにこの行為にはまだ先があり、まだ過程の半分と言ってもいい。むしろこれからが本番なのだ。

　フリードリヒの太い指が一本、秘所の中に入ってきて身体に力が入る。今から中を解して、彼の屹立を受け入れる準備をしなければならないのだ。

「……あっ……あっ、ひぁっ……あっ……あっ……」

　膣の中に入ってきた指は一本だというのに、存在感が凄い。フリードリヒの指はクロエの一回りも二回りも大きい。それは毎晩彼に触れられていたから知っていた。

　あの指が自分の中を、膣壁を擦りながら突き進んでいるのだと考えたら、この存在感は頷けた。それでもフリードリヒがゆっくりと進めてくれているため苦痛はない。

「……あぁ！　ひぁっ……あっ……ンぁ……あぅ……あぁ……」

　ある箇所を指の腹で擦られると、肉芽を弄られるのとはまた違った強い快楽が襲ってきた。その刺激を手助けするように奥から蜜が溢れ、滑りを良くしてさらに彼の指を動きやすくする。

　一度引き抜かれたと思ったら、今度は指を二本差し込まれた。さらにクロエの中がいっぱいになって苦しい。その状態でまた膣壁を擦られ、奥へ奥へと潜り込まれた。届くところまで指を入れられると、ゆっくりと抜き差しをされる。

　膣の中に太くて逞しいものを受け入れられるようにと丹念に準備をされて、それに順応するようにクロエの身体は反応を見せる。しばらくすると異物感が薄れて限定的だった快楽を得られる箇所が広がってきた。今ではどこを擦られても気持ちがいい。膣壁も蠢動してきて、貪欲に指を咥えこもうとしている。

　もうその頃には息も絶え絶えで、どうにかなってしまいそうだった。

「……ふ、フリードリヒ、さま……もう十分では……」

「いや、だが、準備はし過ぎるくらいがいいと」

「このままで頭がおかしくなってしまいそうです……」

　泣き言にも近いものがあった。熱を煽るだけ煽られて、どこに放出していいか分からないのだ。ただ中で荒れ狂うだけの熱をこれ以上抱えるのは辛かった。

「しかし……君のここは、私のものを受け入るには狭いというか……私のものが大きいと言うか……」

　オロオロとしながら体格差ゆえの挿入の困難さを憂いているのだろう。無理をすればクロエに負担をかけるのを気に病んでいる。怖くて決してフリードリヒの屹立を見る勇気はないが、身体のいたるところが大きい彼のことだ、きっと大層立派なものなのだろう。

　だが、これでは最後までする前に気を失ってしまいそうだ。

「――お願いです……フリードリヒ様」

「…………っ！」

　消え入りそうな声でそう懇願すると、息を詰めるような声が聞こえてきた。そして荒く何かを抑え込むような鼻息も。

　何ごとかと、ちらりと枕から顔を上げると、フリードリヒが怖い顔をして肩で息をしていた。

「フリードリヒ様？」

「……す、すまない。君が可愛らしくて……つい興奮を……」

　謝罪をしながらこちらに顔を近づけてきた彼は、クロエがしがみついている枕を掴む。

「その可愛らしい顔を見たいので、どうかこれは退けてもらえないだろうか」

　可愛らしいなどと言われたのは遥か昔、子どもの頃以来で、クロエは照れて枕を返してほしいと引っ張った。可愛げがないとは幾度となく言われてきたので慣れてはいるが、可愛らしいとはずっと言われてこなかったのでどうしていいか分からない。

『可愛い』という賛辞は、ベアトリスのような女性に贈られるものだとばかり思っていたが、自分もそう思ってもらえることがあるのだと嬉しくなった。それがフリードリヒならばなおさらだ。

　結局枕は取り上げられ、情けない顔を見られてしまう。だが、それでもまた可愛いと言ってくれたので枕は諦めた。

　フリードリヒの熱塊が秘所を擦り上げる。穂先に蜜を馴染ませるようにして、できるだけスムーズに挿入るようにしているようだ。

　当てられた熱の大きさで、これからどれほど逞しい屹立を受け入れるのかが分かる。身体の力が抜けるようにと深呼吸を続けてそのときを待った。

　腰を持ち上げられ挿入しやすい体勢を取ると、フリードリヒは顔を近づけてキスをしてきた。

「私にこうやって向き合える人ができるとは思わなかった。奇跡をありがとう、クロエ」

　彼はくしゃりと顔を綻ばせる。それは泣きそうな、泣いてしまいそうなくらいに嬉しくて仕方がない顔だ。

　クロエもまた、歓喜で涙が溢れそうになった。

　あぁ、そうだ。最初は話すこともままならなくて、フリードリヒはクロエの顔を見るのも怖がっていたというのに。こうやって向き合える日がくるとずっと信じていたが、いざそのときを迎えると感無量だ。

　フリードリヒは奇跡だと言っていたが、そうじゃない。

　一緒に歩んできた結果が、今二人を本当の夫婦にしようとしてくれている。

「……あぁっ！　……ひぃっぁ……ンん……んっ……あっ……」

　グググ、と屹立が中に挿入ってきて、クロエは喘いだ。指など比べ物にならないほどの圧迫感と痛み。裂けてしまうのではないかという恐怖に怯え、フリードリヒの首にしがみ付きながらそれに耐えた。

「すまない……苦しいだろう。すまない」

　謝りながらも、どうにかクロエの苦痛を和らげるようにキスを落とす彼もきっと辛いのだろう。ときおり呻いて眉根を寄せている。

　必死に深呼吸をしてどうにか受け入れようとするも、上手くできているか分からない。ただ、穿たれる痛みを和らげようと二人とも懸命になっていた。

「……だいじょう……ぶ……あぁっ……どうか……このまま……」

　いずれは同じ痛みを味わうのであれば、今日ここですべてを受け入れたい。クロエはフリードリヒが気を遣ってやめてしまわないように、首にしがみ付いて密着した。

「クロエ……」

　フリードリヒが切なく名前を呼ぶ。キスをし舌を絡ませて、そちらに気をそらしてくれた。口内を舌で撫でられる気持ちよさにうっとりしている間にゆっくりと腰を進めてくれて、先ほどよりも痛みが少なく受け入れられた。

　不意にフリードリヒの動きが止まり、もうすべてを受け入れられたのだろうかと喜ぶ。だが、彼は首を横に振る。

「今日はすべて入れるのは無理そうだ。だが、いずれ……」

　そう告げられて、まだ先があるのかと愕然とした。もう中はこれ以上入らないとばかりにいっぱいなのに、すべてを受け入れたら腹が突き破られるのではないか。

　さすがにこれ以上無理はできないと、クロエも彼の判断に従った。今日はすべてを受け入れられなかったが、クロエの処女がフリードリヒによって奪われたことには変わりない。

「動こうと思うが……大丈夫だろうか」

「はい！　ど、どうぞ！」

　きっとクロエがずっと身体の中に熱を溜めていたのと同じように、彼もまた荒ぶる熱をどうにか耐えていたはずだ。散々気持ちよくしてもらったし我慢をしてもらったのだから、今度こそフリードリヒに気持ちよくなってもらいたい。

　大好きだから、一緒に。

「いっぱい気持ちよくなってください」

　甘えるように頬を擦り付け、耳元で囁く。

　すると、中の屹立の硬さが増して大きくなる。

「……あっ……えぇ？」

　まだ大きくなるの？　と目を白黒させていると、フリードリヒがクロエの身体をギュッと抱き締めて揺さぶり始めた。

「……ンぁっ……はっぁ……ンぁ……あぁ……あっ……あぁンっ」

　身体を密着させて動いているのでそんなに動きは大きくない。むしろ小刻みに奥を屹立で突かれている感じなのだが、それでも隙間なくみっちりと埋まっているために大きな快楽をクロエに与えた。

　膣の中のすべてが擦られて蜜が奥からとめどなく零れだす。媚肉がヒクヒクと震えて、さらにフリードリヒをきつく締め上げた。

「…………っ」

　彼の切羽詰まった吐息が聞こえる。

「クロエ……クロエ……」

　まるでうわ言のように何度も名前を呼び、彼のすべてでクロエを求めているようだった。それが愛おしくて、胸がときめいて。

　激しいほどの情熱も、欲も。すべてがクロエをさらに高みに追い上げていく。

「あぁっ！　ふぁっ……あっ……フリードリヒ……さま……あっ……あっ……」

　子宮がキュンキュンと切なくなり、快楽の塊のようなものが集まってくる。フリードリヒに奥を突かれるたびにそれが大きく膨らんで、今にも弾けそうだ。腰の痙攣も止まらず、頭の中が真っ白に染まっていった。

「クロエ……もう達してしまいそうだ……っ」

　彼も限界に近いことを告げてきた。同じだとクロエは無言で何度も頷く。

　フリードリヒの腰の動きがさらに激しくなり、ストロークも大きくなってきた。聞こえてくるのは二人の息遣いとクロエの喘ぎ声と、蜜が掻き混ぜられる音。

　ただひたすらに互いを貪り合い、高みを目指した。

「……くぅっ……ふっ……ぁ……うぅ……っ」

　もう達してしまうと思ったそのとき、フリードリヒが喘ぎ腰を強く掴む。

「ひぁっ！　あぁっ！　あっ……ダメ……あぁ、ぁっ！」

　クロエは快楽の塊を弾けさせ、絶頂に達する。そのせいで膣が狭くなりきゅうきゅうと彼の屹立を締め上げた。堪らずフリードリヒも吐精して、絶頂を迎える。

　ドクドクと脈打ちながら、何度も中に精が吐き出されているのが分かる。いつかこれがクロエの胎の中で実を結び、命になるのかもしれないと思ったら嬉しくて仕方がなかった。

　二人の絆がさらに深く繋がる。そう実感しながらクロエはフリードリヒを強く抱き締めた。

　彼は中から屹立を抜き、ぐったりとしているクロエの顔を心配そうに覗き込んでくる。

「大丈夫だろうか。すまない。途中で自制が利かなくなってしまった……」

　己の暴走を恥じているのか、しょんぼりと肩を落としている。そんなに心配しなくても大丈夫だと言おうとしたが、その前にあるものが目に入り目を剥いた。

「ふ、フリードリヒ様こそ大丈夫ですか?!　太腿が、大変なことになってます！」

　偶然目にした彼の左の太腿が腫れて赤紫色になっていたのだ。どこかでぶつけたのかそれとも何か他の原因があるのか。いずれにしてもそのあまりにも痛々しい姿にいても立ってもいられずに上体を起こした。

「これは気にしないでくれ」

「気にしますよ！　早く手当てをしないと！」

　見るからに痛そうだ。何をどうすればこんなになってしまうのか。色からすると内出血も起こしているようだ。

「いや、大丈夫だ。あとで自分でする」

「でも！」

「あ、あまりおおごとにしないでくれ……恥ずかしい……」

　恥じ入るように言われて、ハタと我に返る。恥ずかしいということは、原因が分かっているようだ。

「えっと……どうしてそうなったか、何か原因があるのですか？」

　遠慮がちにそう聞くと、彼は気まずそうにこくりと頷いた。

「…………情事の最中、我を失わないように……太腿を自分でつねって痛みで気を保っていた……」

「ご自分で、つねって？」

　それほどまでに我慢をしてくれていたのかとか、そんな自分を痛めてまでとか、いろいろと頭の中を駆け巡ったが、一番は彼がクロエを傷つけないようにと頑張ってくれていたことだった。申し訳ないやら嬉しいやらで笑いが込み上げてくる。

「たしかにそれは他の人には見せられませんね。一緒に水で冷やしましょう」

「うむ」

　二人で顔を真っ赤にして俯いた。

（早く慣れて心配を取り除かないと、フリードリヒ様のお身体が痣だらけになってしまう）

　お互い満身創痍。ボロボロになってしまったけれど、胸に残るのは多幸感。不器用な自分たちらしい。

　フリードリヒは先ほどクロエとこうやって向き合っていることが奇跡だと言っていたが、奇跡はもっと前に起こっていたのだ。

　あのとき、彼が一人でベンチに座るクロエを見つけていなかったら、こんな幸せはなかった。

　だから、改めて言いたい。

　――あのとき、見つけてくれてありがとう、と。

















第五章












「……これは問題ですね」

「やはりそうだろうか」

「何と言いますか、越えるべき壁が高すぎると言いますか、もう少しお手柔らかにしていただきたかったと言いますか……」

「そうだな。私も同じ気持ちだ」

　二人で顔を突き合わせて、テーブルに置かれた一通の手紙とにらめっこしながら思い悩む。

　手紙の封蝋部分には王家の紋章。これは絶対に断れない案件だ。貰ったからには喜んで行くしかないのだろう。王妃主催の夜会に。

「おそらく、国中の貴族が招かれていますね」

　クロエが重苦しい気持ちで言うと、フリードリヒは溜息を吐いて項垂れた。先ほども言ったように荷が重すぎるのだ。突然そんな大舞台に足を踏み入れるのは。

　季節が廻り、また社交シーズンに入る少し前、クロエはフリードリヒと話し合いをした。もう屋敷の人間とは普通に話せるようになったのだから、次は外の人間とも話す練習をしようと。

　理想は初対面の人とも円滑に話せるようになることだ。

　まずは屋敷に訪れる来客を相手に。次に町に赴いて領民を相手に。そして、社交界に出ていろんな人と話せるようにと道筋を立てていた。

　今まで来客はノーランドに任せていたが、そこにフリードリヒも加わるようになり、今では顔見知りであれば一人でも対応できるようになった。

　町に二人で出かければ話しかけられる。最初こそ、前領主にそっくりな彼は恐れ怯えられていたが、それにもめげずに話しかけていたら父親とはまったく違う性格だと分かってくれたようで、打ち解けるようになった。

　店を出している商売人が多いせいか、気さくな人が多く、誰もかもがフリードリヒを見つけると声をかけてくれる。ときどき相談ごとなども持ってくる人もいて、領民へのいい窓口にもなっているようだった。

　ここまで来られたのなら、では次の社交界への復帰を目指そうと二人で意気込んでいた矢先、この招待状が届いたのだ。

　贅沢を言えば、最初はもう少しこじんまりとしたパーティーがよかった。クロエも王都にいる友人に頼んでそういう場に誘ってもらおうと思っていたのだが、その前に招待状が届いてしまったのだ。

　実はこれにはクロエも個人的に悩んでいた。

　国中の貴族が招待されているということは、実家であるブラウエル伯爵家も当然招待されており、父はもちろんのことベアトリスと婚約したであろうエミールも参加するのだろう。ベアトリスの婚約者として顔を広めるには絶好の機会のはずだ。

（……会いたくない）

　エミールに未練など微塵もないが、フリードリヒにクロエがブラウエル家でどんな扱いを受けていたかを知られたくなかった。義母と折り合いが悪いとは話はしてあるが、実際にどんな態度だったのかを目にすれば分かってしまうだろう。クロエがどれほど惨めだったのか。

　今が最高に幸せだから、過去の残滓に囚われたくはない。だから、ベアトリスの手紙もいまだに読めていないのだ。ビュルシンクに来た頃は月に一度ほど送られてきたが、今は諦めたのか便りがない。遠く離れていては、ブラウエル家がどうなったのかもこの耳には入ってこなかった。

　その話をフリードリヒに話すと、心配してくれた。

　二人で悩みはしたものの、これはいい機会だと前向きに捉えることにした。これだけ招待されている人数も多ければ、逆に目立つこともないだろうとフリードリヒを励ましながら。

　過去と決別するにはちょうどいい。フリードリヒを見習って自分も前に進まなければと、フリードリヒに声をかけながらも己を鼓舞した。

　それからパーティーが近づくにつれ日に日に緊張していくフリードリヒと一緒に話す練習をし、それと同時進行で夜会に参加するための準備も進めていく。

　着の身着のままビュルシンクに嫁いできたクロエは、普段着こそあるものの、晴れ着となるようなドレスを持っていなかった。ブラウエル家で得たもののほとんどは、義母に言われて置いてきてしまったし、こちらに来てからもかしこまって公の場に出る機会もない。

　フリードリヒがぜひこの機会に数着ドレスを作るといいと言ってくれたので、その言葉に甘える形になった。ところが、当人よりも張り切っているのが使用人たちだ。

　ドレスの色や形、髪型まで『奥様！　こちらはいかがですか？』と言ってアイディアを持ってきてくれる。仕立屋との打ち合わせも、彼女たちは楽しそうに参加していた。

　できあがったドレスを見て歓喜の声を上げ、試着したクロエにありったけの賛辞をくれる。

　クロエも最後の方は楽しんでいたように思える。こういう楽しさは初めてだった。

　フリードリヒも同じように夜会用の服を新調したようで、こちらは使用人たちの着せ替え人形状態だった。服飾関係は不得手な彼は、困ったようにその場に立ち尽くしていただけだったが、『クロエは何色がいい？』と聞いてきたりしてくれる。

　気が付けば、『クロエ』と名前を呼ぶのにも慣れたようだ。閨の中だけではなく、普段からよく呼んでくれるようになった。

　そのおかげか、クロエも使用人に対して嫉妬することもなくなった。何故あのときあんなに不安に思っていたのだろうと、昔の自分の狭量さを恥じ入るくらいだ。

　以前よりもっとフリードリヒとの時間も増えたし、使用人とも仲良くなった。夜会で父やエミールたちと会うと思うと気が重かったが、今は家で孤独でいることもない。そんな過去の憂鬱を吹き飛ばすほどにこの忙しさを楽しんでいた。

　目まぐるしい時間を経て、ようやく社交シーズンを迎えた。

　前領主の代から王都にはあまり足を運んでいない様子だったので、タウンハウスなどは手放しているものだと思っていたが、いまだに健在らしい。人を雇って定期的に掃除をさせているのですぐにでも過ごせる状態だと、ノーランドは言っていた。

　実際にタウンハウスに到着してみると、たしかに綺麗に維持されていた。ノーランドの知人がここで彼の代わりにいろいろと世話をしてくれるようだ。ちなみにノーランドは領地の留守を預かっている。

　いよいよ夜会は明日か、と物憂げに窓の外から街並みを眺めていると、不意にフリードリヒが隣に立ってこちらを見下ろしていた。それに気付き、クロエも見上げる。

　じぃっとクロエを見る目は、何かを言いたいのだが上手く言えずに迷っているときのものだった。最近はスムーズに言葉を出せるようになってきていたので、久しぶりにこの目を見る。いったいどうしたのだろうと頭を捻った。

「どうかなさりましたか？」

　そう聞いても、彼は何も言わずに切なそうな目を向けるだけだ。

　やはり社交界が不安なのだろうかと思って言葉をかけたのだが、それでもフリードリヒの表情は晴れなかった。どうやら他のことで憂いがあるようなのだが、思い当たらない。

「君は問題ないか？」

　口を開いたと思ったら、こちらを案じる言葉で、大丈夫じゃなさそうなのは貴方の方でしょう？　と言いたくなったが、彼を安心させるために頷いた。

「……無理は、いけない」

「はい」

「何かあれば、私を呼んでくれ」

「……はい」

　頭の中にたくさん疑問符が浮かんだが、クロエがフリードリヒを心配しているように、フリードリヒもまたクロエを心配してくれているのは確かなようだ。

　憂いはそれぞれの胸にあるが、何かあれば頼ってくれという解釈でいいのだろうか。

「ありがとうございます」

　その返事にも微妙な顔をしたままだったフリードリヒは、クロエの頬を指の背で撫でた後に去っていった。

　頬に残った彼のぬくもりを手で追いながら、明日を思う。

　何ごともなく、無事に過ぎてくれればいいのだけれど。そう願わずにはいられなかった。










　夜会当日は朝から準備に追われていて、フリードリヒとゆっくりと話す時間があまりなかった。

　フリードリヒに恥をかかせないように完璧な妻として隣に立ちたい。そして、彼に困ったことがあれば、スマートにフォローできるように心づもりをしなければ。

　余計なことに煩わされずに、すべてを彼とビュルシンク家のために。

　そう気合を入れて部屋から出ると、すでに準備を終えていたフリードリヒが待っていた。着飾ったクロエを見て、目を見開く。そしてそのまま固まってしまった。

「フリードリヒ様？」

　怖い顔をしたまま微動だにしない彼に声をかけるも、反応が返ってこない。そのうちプルプルと震え出したかと思うと、肩をガッと掴まれた。

「そ、そんなに美しくては危険では？」

「はい？」

　いったい彼が何を言っているのか理解できない。着飾ることの何が危険なのか。それとも、彼の好みではなかったのだろうかと、自分の身体を見下ろす。

　髪が暗い色をしているためドレスの色は明るめの色がいいだろうということで、シャンパンゴールドのマーメイドラインのものを選んだ。オフショルダーで胸元の部分がすっきりしているので刺繍とビジューで飾り、大きめのネックレスもつけた。フリードリヒの瞳の色に合わせて、髪飾りも大きなブラウントリマリンがついたものを特別に作ってもらった。

　フリードリヒは黒いタキシードを着ると聞いていたので、二人で並んでもあまり暗くならないようにと思ったのだが、まずかったのだろうかと焦った。

「いや、君のその格好を否定しているわけではない。その……とても綺麗だ。似合っている」

「ありがとうございます」

　不安に思っていたのを察したのだろう。慌ててフォローを入れてくれる。

「それゆえに気を付けてほしい」

　またそう念を押してだが。

　たしかに夜会は不埒な輩が現れて、女性が危険な目に遭うことがあるのは重々承知している。フリードリヒがそこまで気にしているのであれば、警戒するに越したことはないだろうとクロエも頷いた。






　会場に着いて、フリードリヒの緊張はより一層高まった。ノーランド曰く、以前は顔を見られただけで悲鳴を上げられたらしいので、ある意味ここからもう勝負が始まっていると言っていいだろう。

　クロエは彼の腕に自分の腕を絡ませて寄り添う。

「大丈夫です。笑顔を忘れずに」

　そう安心させるように言うと、フリードリヒは小さく頷いて微笑んだ。

　気持ちが切り替わったのか、顔に力を入れないようにと意識をして振る舞えるようになったようだ。そのおかげで、今日は顔を見られて少し怖がられることはあっても、叫ばれることはなかった。

　主催の王妃への挨拶を済ませ、会場が徐々に盛り上がってくると、フリードリヒと一緒に挨拶回りを行った。

　皆、前領主の印象と巡りに巡った噂のせいで警戒をしていたのだが、懸命に挨拶をして言葉を繋げようとする彼の姿を見て態度を軟化させてきた。父親とは違って、礼儀を弁えている人間だと分かってくれる人は分かってくれる。彼の真摯な態度は他の人の心を動かすのだ。

　杞憂だった。フリードリヒの姿を見て思う。

　彼は立派にビュルシンク家の当主としての役目を果たしている。クロエが手助けするまでもなく。

「凄いです、フリードリヒ様！　今までで一番しっかりお話できています！　今までの努力の結果ですね！」

　興奮気味に言うと、彼は照れながら言うのだ。

「君が側にいてくれるからだ」

　そんな嬉しいことを。

　クロエは舞い上がった。フリードリヒはこの夜会でビュルシンクの名誉を回復させたし、新たな人脈もできつつある。二人で決めた目標よりも遥かに多くのことを成し遂げていた。

　今も侯爵家の人間と対等に渡り合っている。クロエのことも妻として丁寧に紹介してくれて、話も弾んだ。どうやら侯爵と気が合ったようで、気兼ねなく話ができるようにと彼に飲み物を取ってくると耳打ちしてその場を離れた。

　辺りを見渡し給仕の者を探す。できれば酔い覚ましにフリードリヒにソフトドリンクを持って行きたいと思ってきょろきょろと視線を巡らせていると、誰かにぶつかりよろけてしまった。体勢を立て直して謝ろうとすると、グイっと腕を掴まれてどこかへ無理矢理連れて行かれてしまう。

「あ、あの！　ちょっと！」

　男性がクロエの言葉を無視して、ひと気のないバルコニーへと向かって行くのが分かって必死に抵抗しようとしたが、敵わずに引きずられてしまった。

　バルコニーに着いたら着いたで乱雑に腕を離されて、クロエは男性の勝手な振る舞いに驚きながらも頭に血が上る。特に相手が誰か知っているからこそ、この扱いは業腹だった。

「何のつもりなの？　エミール」

　一番会いたくなかった、元婚約者のエミール。彼がクロエを強引にここまで連れてきた。何の目的なのか分からないが、こんな扱いを受けるいわれはなかった。

「久しぶりだな、クロエ。存外元気そうだ」

　言葉こそ穏やかだが、実際のところは違う。こちらを見るエミールの顔は酷いものだ。頬がこけて、目が充血している。一年ほど会っていないうちに、随分と人相が変わったようだ。

「貴方はそうでもなさそうだけれど……」

「そうだ……そうなんだよ、クロエ……俺、大変なんだ。何でこんなことになってしまったのか……最初からあんな女だってお前が教えてくれればこんな目に遭う必要なかったのに……」

「女？」

　クロエは引っかかりを覚えて眉を顰めた。

　エミールが誰を指して言っているのかはっきりしないが、文脈からするにベアトリスのことだろうか。だとしたら腑に落ちない部分は多い。彼女は多少気が回らず我儘なきらいがあるが、そこまで言われるほどの性格はしていないはずだ。

　以前、エミールはベアトリスのことを可愛げがあって、素直でとても好ましいと絶賛していたはずなのに。

「失敗だ……お前との婚約破棄は失敗だ。やはりお前がいい」

「エミール、何を」

「口煩いがお前は根本的に俺に従順だった。これからは口煩いのも大目に見てやる。だから、俺とまた婚約しよう……元に戻ろう……クロエ……」

「馬鹿なこと言わないで！　私はもうフリードリヒ様と結婚しているから！」

「なぁ、クロエ……クロエぇ……」

　まるで幽霊かのようにゆらりと身体をふらつかせながらこちらに近寄ってくる。膝を折り、クロエの前で傅いたエミールは、縋るようにスカートを掴んできた。

「やり直そう？　なぁ？」

「やり直すわけないでしょう？　それに私言ったはずよ？　ベアトリスを泣かせたら承知しないって」

「あいつがこんなことで泣くような女かよ！」

　凄い剣幕でクロエの言葉を否定してくるエミールにたじろいだ。あんなにベアトリスのことが大好きだったはずなのに、二人の間に何があったのだろう。

　気になりはすれども、あまり関わりたくないクロエは必死にエミールを剥がそうとした。だが、しつこく食い下がり彼は諦めない。

「クロエ、クロエ……！　お願いだから……お願いだから俺の言うことを聞いてくれよぉっ！」

　とうとう痺れを切らしたエミールが立ち上がり、こちらに手を振り上げてきた。

　殴られる。

　そう咄嗟に危機を察知して目を閉じようとした刹那、クロエはエミールの向こうに見えたものに驚いて逆に目を見開いた。そして、ホッと肩の力を抜いた。

「――大丈夫か、クロエ」

「はい。フリードリヒ様」

　バルコニーでクロエを見つけた彼は、血相を変えて飛んできてくれた。エミールの手が届く前に止めてくれて、庇うように立ちはだかってくれる。

「何だお前！」

　突然の乱入者にエミールは激高し、掴まれた手を振り回す。だが、体格も力もフリードリヒに利があるために振り払うことすらできず、掴まれた手を振り回すだけ回して引き剥がせずに終わる。

　すると、フリードリヒが力を込めたのかエミールの腕は動かなくなって、エミールは顔を顰めた。

「君こそ、私の妻に何か用か？」

「ひっ！　……イテっ！　いてててて……っ」

　相当力が入っているのか、エミールは痛がりはじめて膝を折る。こちらからはフリードリヒの背中しか見えないので確信はないが、もしかすると彼はかなり怒っているかもしれない。

「フリードリヒ様、もうその辺で……」

「だが、彼は君を傷つけようとしていた。これは到底許されることではない」

　声が冷静なことに、ことさら怒りの深さが分かる。初めてだ、彼が怒っている姿を見るのは。

「私は大丈夫です。大丈夫。このままでは貴方の方が加害者になってしまいます。せっかくいろんな人にフリードリヒ様の良さを知ってもらえたのに……」

「それは君を差し置いてでも守るものではない」

「でも今までの二人の努力を蔑ろにしていいものでもないでしょう？」

「…………」

　気持ちは嬉しいが、今は感情のままに動くべきときではないと訴える。横に回ってさらに目で訴えると、彼は渋々エミールの手を離してくれた。

「な、なん、何なんだ！　こいつ！　妻って、お前を妻って……まさか……」

「ええ、そう。私の夫のフリードリヒ・ビュルシンク伯爵様よ」

「ビュルシンク?!」

　フリードリヒの名前を聞いた途端、顔が青褪め始めたエミールは、先ほどの勢いを失って大人しくなった。彼も『ビュルシンクの悪魔』の噂は知っているところで、皮肉にもそれが今役立っているようだ。

「彼はどなたかな？」

「エミール・コーレインです。……元婚約者の。突然彼に引っ張られてこんなところに連れてこられました。申し訳ございません、ご心配をおかけしました」

「いや、いいんだ。君のせいではない」

　そう言って、フリードリヒはエミールを冷ややかな目で見下ろす。それに怯えて逃げ腰になったエミールは、少しずつ後退りし始めた。

「では、聞こうじゃないか。君がクロエに何の用なのか。……何故手を上げようとしたのか」

「……ち、ちがっ！　俺は、クロエに助けてほしいと……！　俺と、やり直してほしいとっ」

「何？」

　フリードリヒが目を見開き、歯を剥き出しにした。顔に力が入ってしまっているために恐ろしい形相になっている。それにさらに怯えたエミールは、悲鳴を上げた。

「はっきり言おう」

　ゆっくりと睥睨しながら近づいていったフリードリヒは、怒りと威圧感を伴ってエミールの前に立ちはだかる。その姿はクロエでも恐ろしかった。

「――――クロエは我が妻だ。君には！　やらん！」

「ひぃっ！　すみませんっ！」

　まるで獣が吠えるようにフリードリヒが叫ぶ。その剣幕に慄いたエミールは頭を抱えて蹲った。まるで叱られた子どものようだ。その姿を見てフリードリヒは我に返ったようで、自分がエミールを泣かせてしまったことにオロオロしはじめる。

「……す、すまない。申し訳ない。泣かないでくれ」

「泣いてないっ！」

「だが、顔が……その、酷いことに」

「うるさい！　誰のせいだよ！」

　まるでいじける子どもと、それを懸命に宥める大人のよう。その奇妙な構図に噴き出しそうになる。笑ってはダメだと自分に言い聞かせようとするも、どうにも笑いを制御できない。

　あまりにもあべこべで可笑しくて。けれどもこの二人をどうにか落ち着かせようと笑いを噛み殺したところで、またもや乱入者がやってくる。

「お姉様!?」

「ベアトリス？」

　懐かしい声で呼ばれて振り返ると、そこには相も変わらず可憐な義妹がいた。バルコニーで繰り広げられている惨状に目を見開きながら、さらにクロエがここにいることに驚いている様子だった。

　だが、ぐるりと視線を巡らせて状況を把握した後、クロエをパッと見て、何故かぽろりと涙を流し始めた。

　その姿にクロエはギクリと身体を強張らせる。

　彼女が泣くと人が動く。そして事態も動いていくのだ。

　エミールがベアトリスにキスをしたときもそうだった。ベアトリスが泣いて、家族は皆彼女を憐れんでどうにかその涙を止めようと心を砕き動いたのだ。婚約者に棄てられたクロエを捨て置いて。

　一瞬で嫌な予感が頭を駆け巡る。もしもこの事態にベアトリスが騒ぎ出したら、騒ぎが大きくなってフリードリヒの立場が窮地に追いやられたら。そんな光景が頭を過ぎって青褪めた。

「ベアトリス、これは……」

　その前にどうにか彼女を落ち着かせて説明しなければと近寄ろうとしたところ、何故かベアトリスの方からクロエに飛び込んできた。

「お姉様ぁ！　会いたかったです！」

　クロエに抱き着いて大粒の涙を流すベアトリスは、ずっと会いたかったのだと訴えてきた。それこそ再会を心から喜び、会えなかった日々が辛くて仕方なかったとでも言うように。

　この状況にクロエは戸惑う。何故彼女がこんなにも自分に会いたがっていたのか、心当たりがなかったのだ。てっきり、義母と同じように、クロエがいなくなってせいせいしたと笑っているかと思ったのに。

「心配していました！　私に何も告げずにビュルシンクにお嫁に行ってしまうだなんて！　しかもお相手はあの『ビュルシンクの悪魔』！　私がそれを聞いてどれだけ心配したか分かります？」

「ご、ごめんなさい。でも、貴女に話そうと思ったら、お義母様がベアトリスには絶対に会わせないって言うし、それにそんなに心配かけるとは思っていなくて……」

「お手紙も送ったのに！」

「それもごめんなさい。まだ気持ちの整理がついてなくて……。読む勇気がなかったのよ」

　釈明の言葉を並べると、またベアトリスはブワっと涙を溢れされて泣き崩れた。クロエは慌ててハンカチでそれを拭う。

　彼女の泣き顔を見ながら、何やら気持ちがすれ違っていたのでは？　と思い始めた。もしかして、クロエが抱いていたベアトリスの印象と真実はまた違うのだろうか。

「せっかくこのアホからお姉様を引き剥がしたのに、さらに酷い男のところに嫁いでしまったら意味がないです～！」

「……ベアトリス？」

　もしかしてではない。絶対に何かしらがすれ違っている。そう確信して、まずはベアトリスを宥めた。

　謝り、『落ち着いて』と優しく声をかけて涙を拭って。

　その間、フリードリヒはどうしたらいいか分からないといった顔をしてそこに立ち尽くしていたが、とりあえずエミールが逃げないように留めておいてほしいとお願いをする。彼にも聞きたいことはあった。

「それで？　どういうことなのかしら？　さきほど、聞き捨てならないことを言っていたわね。『このアホ』っていうのは、エミールのことでいいのかしら？」

　失礼な話だが彼女の口ぶりからそう取れるし、クロエの中での一番のアホはエミールだ。そうなると、作為的に何かしらの工作をしたのだと言ったようにも聞こえる。

「そうよ。エミールはどこをどう見てもアホじゃない。あんな男、お姉様にはふさわしくない！　家同士の取り決めだからお姉様は彼をどうにか更生させようとしたけど、しみついたアホはもう取れないのよ！　だから二人の婚約をぶっ壊したの！　もっと素敵な紳士がお姉様を幸せにしてくれるように！　ちゃんと次の候補も目星をつけていたんですから！」

「……まさか、貴女、あのときの夜会のときの口づけもわざと？」

「そうよ？　あれが一番分かりやすいし、簡単でしょう？　エミールは婚約者の妹に懸想し手を出した節操なしというレッテルを貼られ、晴れてお姉様は自由の身。そうしたら私が社交界で厳選に厳選を重ねた素敵な紳士と結婚をするの」

　何が悪いの？　と、不思議そうに首を傾げている姿を見て、頭が痛くなってきた。

「そんな無謀な計画を立てていたなんて……」

　一歩間違えればもっとおおごとになっていた。これを無謀と言わずして何というのか。

　だが、ベアトリスは危機感など微塵もない顔をして肩を竦めた。

「あら！　無謀なんかではなくてよ？　社交界など、噂ひとつで踊る世界。徹底的にエミールに不利な噂さえ流せば、お姉様が愛想をつかしても致し方ないって思うわよ。それに、普段のお姉様の淑女然とした振る舞いに皆、好感を持っているもの。飲んだくれて暴れるようなエミールの味方をする人間はいないわ。人徳の勝利ね。そういうのもすべて織り込み済みの計画だったのに……。水面下で動いていたのが裏目に出てしまったわ」

　それをフリードリヒとの結婚ですべてを台無しにされてしまった。そう言わんばかりに肩を落として項垂れていた。

　まず、どこから何を話せばいいのだろう。

　まさかベアトリスが自分をそんなに思ってくれていたなんて知らなかったし、そこまで計算高いとも思っていなかった。天然だとばかり思っていたのだ。

　計算高いのはいい。この社交界では必要な技術だ。だが、自分の身を危険に晒すような真似は賛同できなかった。それではあまりにも悲しい。

「私なんかのために自分の身を呈してはダメよ。貴女のその唇も尊いものだわ」

「私にとってもお姉様は尊い人よ？　私はより尊いと思ったものを守っただけ」

「貴女、私を嫌っていたのではないの？」

「そ！　そんなことあるわけない！　好きよ！　大好きよ！」

　てっきりエミールと同じように口やかましいクロエを疎んでいたと思ったらそうではないらしい。

「お姉様は厳しいけど優しいもの。育ちがあまりよくなくて、社交界のことを何も知らない私に丁寧に教えてくれた。頭が良くない私に呆れることなく、根気強く。それでちゃんとできたら褒めてくれるのよ？『貴女ならできると思った』って。誰も言ってくれない、そんな嬉しい言葉をくれるのはお姉様だけです。お母様がお姉様と私が仲良くするとお姉様につらく当たるから避けていたけれど、本当は……大好きです、お姉様」

　泣いた痕を残した顔で嬉しそうに笑う。

　クロエはごく普通のことをしたと思っていたのだが、ベアトリスにとっては普通のことではなかったということだろうか。こんなに慕ってくれるほどに、嬉しく思ってくれていたなんて。

　だからこそ、何と言って説得していいか分からなかった。

　クロエの幸せを願ってここまでしてくれた彼女を叱るのは正直気が引けた。悪意がなく、すべてがすべて善意からきているのなら、なおさら言葉は慎重に選ばなければならない。

　そんな思い悩むクロエに手を貸してくれたのは、この応酬を見守ってくれていたフリードリヒだった。

「ならば、その大好きなクロエを悲しませるようなことをしてはいけない、ベアトリス嬢」

　穏やかだけれども少し悲しい声で、クロエの気持ちを代弁してくれたのだ。クロエもそれに頷いて、ベアトリスの手を取る。

「ベアトリス。私ね、ずっとあの家では必要とされていない存在だと思っていた。貴女にとっても目障りな存在だったのだと。エミールと密かに通じ合っているのかもと疑っていたし、何よりエミールと二人きりになっておきながらキスをされたと泣き続ける貴女に、少し腹も立っていた」

「ごめんなさい。私、あのときは必死で……」

「いいのよ。ずっとはっきり聞いたり言えなかった私が悪いの。家のためだと我慢し続けて、そんな姿を貴女に見せて気を遣わせてしまった私が悪いの。謝らせて？　そしてお礼も言わせてほしい」

「お姉様……」

　結局、クロエは甘んじていたのだ。耐え忍ぶという一番楽な立場に。時が過ぎればどうにかなると期待をして、結局は何もしなかった。それでベアトリスをこんな目に遭わせてしまった。

　自分の気持ちを伝えるのは何と大変で、そして大変な故に大切なことなのか。

　クロエはそれをフリードリヒとの出会いで思い知ったのだ。

「ありがとう、ベアトリス。でも、もう二度とこんなことをしてはダメ。貴女を犠牲にしてまで幸せになりたいわけじゃないの。貴女もまた、幸せでいてくれなきゃ」

「でも私、結局お姉様をビュルシンクに行かせてしまいました。毎日毎日、ずっとお姉様に酷いことをしてしまったと……」

「ビュルシンクに嫁ぐことを決めたのは私よ。私の選択に貴女が責任を感じる必要はないわ。それに」

　クロエはちらりとフリードリヒを見て微笑む。

「私はフリードリヒ様と出会えて幸せなの。今までにないくらいにね」

　嘘偽りのない本心を乗せて。

　ベアトリスにそれが伝わったのだろう。彼女は素っ気なく『そう』と言って、これ以上は何も言わなかった。その代わりに、ギュッと抱き着いてくる。

「じゃあ、次は貴女の番ね。本当はエミールと結婚するのが嫌ならば、どうにかしなくちゃ」

　このままでいいはずがない。クロエのために犠牲を払ったのであれば、どうにか救い出さなくては。

　そう思っていたのだが、ベアトリスは先ほどとは打って変わってケロリとした顔をする。

「あぁ、それは大丈夫！　私、エミールとは婚約していませんから！」

「え？」

　クロエは驚きの声を上げる。てっきりあのまま婚約して結婚の準備を進めているものだと思っていた。父も義母もそのつもりで準備を進めていたし、コーレイン伯爵もエミールに責任を取らせるという話だったはず。どう話が転んでしまったのかと、ベアトリスに聞き返す。

「エミールが勝手にキスをして勝手に勘違いしてお姉様と婚約を破棄したって、私はそんなつもりはないしむしろ被害者。本当に結婚したいのであれば、エミールの誠意を見せてもらってからどうするか決めたいってコーレイン伯爵にお話ししましたの。それで今は見極め期間中。もちろん、このまま婚約するつもりなんてさらさらありません」

「でも……それではコーレイン伯爵が許さないのではなくて？　お義母様もさすがに……」

「やだぁ、お姉様ったら！　もうコーレイン伯爵のお心は掌握済みです！　私が涙を流しながら『エミール様のなさりようにはもう耐えられません』と話したら同情してくださって、もう少しでこの話自体なくなりそうですし、伯爵から辞退の申し出があればお義父様もお母様も何も言えなくなりますし」

「そんなことしたら、貴女の名前に傷がつくわ！　もしかすると嫁ぎ先がなくなってしまうかも。エミールは陰険だから変な噂も流すでしょうし……」

　ちらりとエミールを見ると、苦虫を噛み潰したような顔をしていた。だが、彼なら絶対にやる。あることないこと吹聴するのは目に見えていた。

　けれども、ベアトリスはそんなものどこ吹く風。可愛い顔をしてさらりと言い放つのだ。

「この通り、私は可憐で自他ともに認める美貌を持っているもの。そんな噂なんか関係ないって男がたくさん現れますわ」

　目の前で花が綻びるような麗しい笑顔で言う彼女の言葉は、妙に説得力があった。

「だから言っただろう！　とんでもない女だって！　俺はこいつのせいで父に責められて大変なんだ！」

　エミールがベアトリスを指さして叫ぶ。それに苦笑いをするかしかなかった。

　ベアトリスは思った以上に強かで、自分の美貌の使い道を心得ているらしい。

　今回、クロエのために危険なことはしたけれど、自ら破滅の道を歩むつもりもさらさらないようで安心した。

　こうやってお互いの本心を早く曝け出していたら、こんな遠回りをしなかったかもしれない。

　もっとベアトリスと向き合う姿勢を、今からでもとることができれば。

　クロエは己の臆病さを顧みて、強く思う。

「ベアトリス嬢、挨拶が遅れて申し訳ない。フリードリヒ・ビュルシンクだ。これからよろしく」

　そんな中、フリードリヒが挨拶をしにベアトリスに近づく。彼女は上背の高い彼を見上げながら、少し怯んだ様子で一歩後ろに下がった。

「君のお姉さんとは、その、よき夫婦として過ごさせてもらっている。至らない私だが、く、クロエを、幸せにしたいと……思って……」

　だが、話しているうちに緊張してきたのか、顔に力が入って怖くなってしまっている。傍から見れば怒っているように見えてしまう彼を、ベアトリスは怖がってクロエの後ろに隠れた。

　しどろもどろになりながらも懸命に挨拶をする姿に、ベアトリスもだんだんと警戒心を解き始めて後ろから出てくる。やはり、噂とはかけ離れた姿に呆気に取られて戸惑っているようだ。

「フリードリヒ様！　笑顔です、笑顔」

「す、すまない。君の家族だと思うとことさら緊張して……」

　緊張を解すように腕に手をかけると、彼は不器用な笑顔を見せた。それがさらに顔を怖く見せたが、クロエはそれが愛おしくて笑ってしまう。笑いが止まらなくてしょうがなかった。

「お姉様、本当に幸せそう。うちにいたときよりずっと」

　二人の姿を見てベアトリスが小さく呟く。

　それを聞いて、クロエは大きく頷いた。

「ええ、そうね。今凄く、幸せよ」










「申し訳ありません。うちのごたごたに巻き込んでしまったみたいで……」

「いや、仔細ない。君だけの問題でもないだろう。結婚したのだから」

「はい。ありがとうございます」

「それに、やはり警戒しておいて正解だった」

「警戒？」

　そう聞き返すも、フリードリヒは面白くなさそうな顔をして何も答えてはくれなかった。これ以上は聞いてくれるなということなのだろう。

　あれから夜会の会場を出て馬車に乗り込んだ二人は、気が抜けたように座椅子の背もたれに寄り掛かっていたが、クロエの方から謝罪を切り出した。

　巻き込んでしまって申し訳ないという気持ちと、情けない気持ちと。今の自分の思いを吐き出すようにしゃべり始めると、彼は優しく受け止めてくれた。

「知らなかった。ベアトリスがあんなに思ってくれていたなんて。あんなに、あんなに私のためにしてくれていたなんて」

　何故、それに今まで気づけなかったのだろう。何故ちゃんとベアトリスと向き合わなかったのか。後の祭りだと分かりながら、どうしても後悔してしまう。

　しっかり話し合っていたのなら、また違った結果があったのではないか。ここまですれ違わなくてもよかった今が。

「同じ家に住んでいても、分からないことは多い。特に伝えようと互いに思わなければ」

　クロエの手を彼が握り締める。慰めるように繋がれた手は温かく、沈みそうになっていた心をすくってくれる。

　さらに続けてフリードリヒは聞いてきた。

「私の後悔を話しても？」

　クロエは頷いた。フリードリヒが自分を語るのは珍しく、むしろ聞きたい。もう知らずに後悔するのは嫌だった。

「――父は私をあの部屋に閉じ込めて顔を見に来なかったが、一度だけ訪れてきたことがあった。晩年の頃だ」

　馬車の小窓から月明かりが差してフリードリヒの横顔を照らす。少し視線を落として語る彼は、寂しさを滲ませていた。

「父は亡くなる五年ほど前から病を患い、誰も寄せ付けなくなっていたそうだ。ノーランドが言うには、弱った姿を見せたくなかったのだろうと」

　フリードリヒの父は荒い気性で元から人から避けられる性格だったが、病気になってからはわざと人を遠ざけるような真似をしていたらしい。屋敷の使用人を次から次へと解雇して、ついにはノーランドともう一人しか残らなかった。

　屋敷中には、静謐と孤独が広がっていた。

「ある日の夜中、父が部屋を訪ねてきて私に言ってきた。『一人で死にたくない』と。……そこにいた父は痩せこけて小さくなり、ただのか弱い老人だった。あんなに恐ろしかった人が、私に縋りついて『一人で死にたくない』と泣いた」

　死を目前にして、自分が孤独であることにようやく気付いた。一人で死ぬことに恐怖し、昔見限った息子に縋りつくほどに心が弱ったのだ。身も世もなく泣き、孤高の独裁者は己の身勝手さを悔いたのだろうか。

「それで、フリードリヒ様はどうなさったんです？」

　そして、そんな彼を目の前にして、フリードリヒはどう思ったのか。過去の話ながら緊張しながら耳を傾けた。

「何もできなかった。父が目の前にいることで身体が恐怖に固まり、振り払うことも慰めの言葉も何も言えずただ立ち尽くした。『何か言ってくれ』と懇願されたが、私の中には畏怖しかなく、かける言葉も見つからずに……結局父は帰っていった」

　そして父親は二日後に、誰にも看取られることなくひっそりと亡くなったのだという。

「今でも思う。あのとき何故言葉をかけられなかったのか。慰めでも罵詈雑言でも何でもよかった。何かを言っていれば、父をもっと知れたのではないかと思っている。恐怖以外の感情を持てたのではないかと」

　クロエはしっとりと汗ばみ始めた彼の手を握り返す。

「だが、実際の私は父が亡くなってもあの部屋から出るのに半年かかった。ノーランドと練習してもまともに話もできず目も合わせられず。そんな私が父に声などかけられるはずもなかったのだ。それが現実だった。けれど……」

　ようやくこちらを見たフリードリヒは、クロエを愛おしそうに見つめる。チャコールの瞳で、優しく。

「あの仮面舞踏会の夜、泣いている君を見て心が逸った。誰も周りにおらず、暗いところで一人座る君はまるで……昔の自分のようだった。傷ついたのかそれとも疲れたのか。どちらにせよ、その辛い気持ちに何かをしてあげたい。元気になるような、楽になるような言葉をかけたかった。結局上手く話せなくて、ハンカチを渡すだけになったが」

　あぁ、そうか。あれは優しさだけではなく、縋る父親に何もできなかったことへの償いの意味も含まれていたのかもしれない。昔の自分を払しょくするために、仮面を被っていたとはいえとても勇気のいる行為だったはずだ。初対面の人間と話すのは、何よりも苦手としていた彼だったから、なおのこと。

　あのハンカチは今でも持っている。返そうと思ったがフリードリヒに持っていてほしいと言われたのだ。

　きっとそれは彼の勇気の象徴だったから。だから、クロエに持っていてほしかったのだと気が付いた。

「代わりに顔を上げてこちらを見た君に、心を奪われてしまった。不思議なくらい、ストンとこの胸に君が棲みついたんだ」

　フリードリヒは照れた顔をして、クロエの頭に顔を寄せる。

「『ありがとう』と情けなくも逃げていく私に君は言ってくれた。ちゃんと聞こえていた。聞こえてきて、泣きそうになった。こんな私でも人に感謝されることがあるのだと。勇気を出してよかったと、そこで初めて思った」

　一度も振り返らずに去っていくから聞こえていないものだと思っていたが、伝わっていた。それを知ってクロエも泣きそうになる。

　クロエもまた、彼の勇気に救われたのだ。

　あの夜、傷ついた心を慰めてくれたのはフリードリヒだけだった。そのあと、エミールに婚約を破棄され打ち捨てられても、あのハンカチが心の支えだったのだ。

「君が私を変えた。君は私の努力のおかげだといつも言うが、そうじゃない。君に自覚はないのかもしれないが、救われた部分が大きい。それはベアトリス嬢も同じなのだろう。その厳しさや優しさを惜しみなく与えてくれるから」

「私は、ずっと押し付けてしまっていたとばかり……」

　だから、ベアトリスは何も言わないけれど内心疎んでいるのだろうなと思っていたのだ。エミールがそうだから、と。

「これからたくさん話していけばいい。彼女も我々が滞在中に会いに来ると言っていた」

「はい」

　まだ時間はある。これからでもやり直せる。また絆を繋いでいけば、過去は取り戻せなくても未来は作っていける。

　馬車がゆっくりと速度を落とし、タウンハウスの前に停まる。涙ぐんだ目を拭いて、フリードリヒにエスコートされながら屋敷の中に入ると、彼はそのまま寝室へと向かって行った。

「フリードリヒ様？」

　性急に寝室の扉を開けてクロエを壁に押し付けると、フリードリヒは少し拗ねたような顔をしていた。

「実はずっと納得のいかないことがある」

「はい」

「何故あの男は呼び捨てなんだ。私のことは『フリードリヒ様』と他人行儀なままなのに」

「えっと……あの男というのは、エミール？」

　その名前を出すと、彼の眉間の皺が一層濃くなる。そんなところを気にしていたとは思わず、クロエは慌てて弁明をし始めた。

「彼とは昔からの付き合いですし、子どもの頃の名残と言いますか、染み付いたものと言いますか……ンんっ！」

　言葉の途中でフリードリヒに唇を奪われ、驚いて身体を竦ませた。まるでこれ以上は言ってくれるなとばかりに、その先の言葉を封じるように舌で歯列を割り開き、口内を蹂躙する。

「……ぁ……ンんっ……ふぅ……あ……ぁ……」

　くちゅくちゅと互いの唾液を掻き混ぜるようなキスをし、クロエは自分の腰が快楽で震え始めているのを察して彼の首に腕を巻き付けた。

「私は君の夫なのに、あの男に負けている気分だ」

「そんな……負けたなんて……ひぁっ……あぁ……ンぁ……」

　フリードリヒの手がスカートをたくし上げて太腿を露わにする。肌の感触を確かめるように撫で上げて、内腿をくすぐるなど不埒な動きを見せ始めた。

「……ぁ……フリードリヒ……さま……」

　熱い息とともについいつもの癖で呼んでしまうと、彼の指が下着の上から肉芽を強く擦りつける。

「……あっ……あっ……そこ、は……ひンっ、んンっ……あっ、あぁっ」

　強い刺激に喘いだクロエは、助けを求めるようにフリードリヒの胸に頭を擦りつけた。

　彼はクロエの囀りを楽しむかのように、くにゅくにゅとその小さな突起を虐めてくる。初夜から毎日のように慣らされた身体は、期待をするようにすぐに熱くなっていった。秘所からも蜜が滴り落ち、下着が恥ずかしいほどに濡れてくる。

　フリードリヒの勤勉さは閨で大いに発揮され、今ではクロエの身体をどう触ればすぐに濡れてしまうのか分かっているのだ。どこを触って、どこを舐り、どこを突けばいいのか。きっと本人よりも知っている。

「クロエ、もう一度」

「……あっ、あっ、そんな……あぁ……っ」

　フリードリヒの太い指が下着をずらして中に入ってくる。一等感じる場所を指の腹で擦ってきては、唇を啄んできた。

「クロエ、名前を」

　さらに奥の方を愛でようと片足を抱えて思い切り開いた彼は、指を二本に増やして根元まで一気に沈めてきた。

　足ががくがくと震えて、片足では身体を支えきれなくなる。一気に高みに追い上げられるような愛撫に翻弄され、すぐに達してしまいそうになった。媚肉がきゅうきゅうと指を締め付けてそれを訴えかけていた。

　だが、その前に指が引き抜かれて、両足を抱えあげられて壁に背を押し当てられる。フリードリヒを挟むように足を広げて、縋るように首に腕を回して。はしたない恰好なのに、クロエはその先を期待してしまっていた。

　彼の屹立の穂先が割れ目に押し当てられて、胸の高鳴りは最高潮になる。だが、いつまでまてども彼は挿入れてくれなくて、クロエは焦れたように腰を動かした。

「クロエ……」

　希うような切ない声が耳に吹き込まれる。それに溜まらずはぁ……と熱い吐息を吐いたクロエは、彼を求めるように口を開いた。

「…………フリードリヒ……んンっ！　あぁっ！」

　その瞬間、剛直がクロエを穿ちずぶずぶと中へと挿入っていく。熱くて逞しくて、毎夜クロエを翻弄するそれを、とろとろと蕩けた秘所はさほど抵抗もなく飲み込んでいった。

　初夜はあまりの屹立の大きさにすべてを受け入れられずに苦しく喘ぎもしたが、今はもう慣れてきて気持ちよさしか感じない。それでも屹立のすべてを受け入れるまでには至ってはいないのだが。

　けれども、この体勢はクロエの自重で屹立をどんどん呑み込んでいってしまう。それこそ根元まで。

　そうなったとき、自分の身体はどうなってしまうのだろう。恐怖と期待が入り混じる。

「……フリード、リヒ……この体勢……あっ……貴方のものが……ンんっ……全部、はいってしまって……」

「あぁ……全部受け入れてくれ、クロエ。私のすべてを……」

　身体の内側から押し上げられる感覚に息を詰めながら、クロエは懸命にその期待に応えようとした。眦に浮かんだ涙を、フリードリヒが舐め取る。

　もう挿入らないと思っていても、人の身体というのは不思議なもので際限なく飲み込んでいった。無理のないようにフリードリヒが支える腕で調節して、クロエの様子を窺いながら進めていく。

　お腹が破けてしまうと思った頃、ようやく動きが止まった。

「……これで、全部だ」

　眉根を寄せて呻くようにそう告げるフリードリヒは、クロエにキスを落とす。

「ありがとう、クロエ」

　目元を真っ赤に染めてお礼を言ってくる彼が愛おしかった。この人のすべてを受け入れられる身体になれて、歓喜が胸の中に溢れ出る。クロエもそれに応えるようにキスを返す。

　胎の最奥を突かれたまま動かれ、クロエは再び喘ぎだした。壁に身体を押し付けられて、膣壁を擦られながら奥を穿たれて、今までにない快楽を感じてしまっている。

　先ほど達してしまう寸前で止められて焦れていたのもあるのだろう。クロエの限界はすぐにやってきた。肌が粟立ち、腰が痺れてくる。下腹部に疼きが集まってきて、突かれるたびにそれが大きくなっていった。
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「……フリードリヒ、私、もう……達してしまいそう……」

「あぁ、何度でも達してくれ。私で気持ちよくなってほしい」

　甘い声でそんなことを言われてしまったら、もう止めようがなかった。歓喜が駆け巡り頭の中に快楽を注ぎ込まれ、クロエのいたるところを敏感にしていく。

　擦られている中もそうだが、支えられている足や、キスを落とされる唇、彼の吐息が触れる耳元も、すべてが悦んでいる。

　フリードリヒに気持ちよくされて、あっけなく絶頂を迎えてしまったクロエは、ギュッと彼の首に縋りついてその頭の中を真っ白にしてしまうほどの快楽に耐えた。

「…………くっ」

　少し遅れてフリードリヒも吐精して、クロエの中に白濁の液を何度も注ぎ込んだ。ビクビクと屹立が震えているのを感じて、クロエはまたその刺激に啼く。

　また屹立が硬さを持ち始め、フリードリヒはこちらをちらりと見てきた。欲に濡れたその瞳はまだ足りないと訴えかけている。

「……次は、ベッドで」

　そうお願いをすると、彼は嬉しそうにベッドに連れて行く。

　そしてクロエの可愛い獣は、またこの身体を貪り無上の愛を注ぐのだ。










「まさか、フリードリヒ……が、エミールのことでやきもちを焼くとは思いもしませんでした」

「何故？　しっかり言ってあっただろう？　十分に警戒をしてくれと」

「あれってそういう意味だったんですね……」

　腕枕をされていたクロエは、自分の察しの悪さに恥ずかしくなって彼の腕に顔を埋める。クロエもエミールと遭遇するのを危惧していたように、フリードリヒもまたクロエが元婚約者と顔を合わせることに憂いを持っていたのだ。いまさらながらに彼の心遣いを知って、胸がきゅんとときめく。

「あんな美しい君を見たら、あいつが君をどうしても側におきたくなってしまうかもしれない。本当なら夜会に行かずに誰にも見せたくなかったがそうもいかず、側を離れていった君をずっと目で追っていたんだ。彼に強引に連れて行かれる姿を見て、焦りと怒りが湧き出た」

「すみません……」

　かなりの心配をかけていたのだろう。そう思うと心苦しい。

「いや、私は案外嫉妬深いらしい。君よりも、君が思うよりもずっと」

「嫉妬深さに関しては、そういえば私も以前名前を呼んでくれないと拗ねたときがありましたね。お互い様です」

　もう懐かしい思い出だが、当時は本気で寂しかったのだ。やきもきしたし、そんな自分も情けなかった。

　今日、フリードリヒに同じような思いをさせてしまったのだろう。お互いが想い合っていると分かっていても、やはりふとしたことで不安になる。それが深く人を愛するということなのだろう。

　最初はフリードリヒと心を通わせることすら大変だったのに、今はこんなに信頼関係で結ばれている。臆病な二人が共に手を取り合い、どんな形でも気持ちを伝えあう大切さを知ったのだ。

　だから、何度でも伝えたい。

「愛しています、フリードリヒ」

　何度も何度も、飽きるほど。

「愛している、クロエ」

　二人の幸せが恒久に続くようにと、密やかな願いを込めて。







終










著者紹介




ちろりん


２０１７年デビュー。

暇があれば海外ドラマ（サスペンスや医療ドラマ）ばかり見ています。









Copyright © 2020 Chirorin All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





